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東
ト
ڠ
、運
༌
安
全
ҕ
һ
会
を
։
࠵

東
ト
ڠ
・
８
年
度
東
京
都
へ
の
ಛ
別
要
望

ಛ
集「
続
２
０
２
４
年
問
題
」（
ಛ
別
編
）

～
東
ト
ڠ
ઐ
໳
部
会
長
イ
ン
タ
ビ
ỿ
ー

東
ト
ڠ
、都
合
同
総
合
防
災
܇
࿅
に
ࢀ
加

２３６

都
議
会
各
ౘ
に
よ
る
８
年

度
都
༧
算
な
ど
に
関
す
る
要

望
ώ
ア
リ
ン
ά
に
、
水
໺
会

長
と
ླ
໦
ོ
ࢤ
෭
会
長（
੫

制
金
༥
ҕ
һ
長
）を
は
じ
め

と
し
た
෭
会
長
、
本
部
事
務

局
໾
һ
な
ど
が
出
੮
し
て
要

望
し
た
も
の
。
東
ト
ڠ
の
要

望
書
と
あ
わ
せ
て
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
の
要
望
書
を

提
出
し
、
要
望
の
࣮
現
を
求

め
た
。

東
ト
ڠ
の
ಛ
別
要
望
は
、

バ
ー
人
材
の
確
อ
・
育
成
や

݈
߁
ى
Ҽ
事
故
防
ࢭ
の
強
化

な
ど
厳
し
い
環
境
の
中
で
物

流
業
務
を
ҡ
࣋
し
、
ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
ք
の
さ
ま
͟
ま
な

՝
題
ղ
ܾ
を
推
ਐ
す
る
と
と

も
に
、
業
ք
の
地
位
向
上
に

ま
い
ਐ
し
て
き
た
」
と
し
た

上
で
、「
そ
の
活
ಈ
の
ݪ
資

と
な
る
東
京
都
運
༌
事
業
ৼ

ڵ
ॿ
成
ަ
付
金
は
、
ڠ
会
事

業
費
の
大
半
を
઎
め
る
必
要

不
Մ
ܽ
な
ࡒ
源
だ
が
、
ަ
付

金
額
の
減
少
幅
は
年
ʑ
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
現
ࡏ
、
ܰ

༉
引
取
੫
の
࢑
定
੫
率
の
ഇ

ࢭ
が
一
部
࿦
じ
ら
れ
、
ަ
付

金
額
の
減
少
ま
た
は
制
度
ഇ

ࢭ
は
、
ڠ
会
が
行
っ
て
い
る

事
業
を
著
し
く
ఀ
଺
さ
せ
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
݈
全

な
発
ల
に
༩
え
る
Ө
ڹ
が
ਙ

大
と
な
り
、
そ
の
݁
果
、
東

京
の
݈
全
な
物
流
機
ೳ
の
確

อ
が
ࠔ
೉
に
な
る
」と
આ
໌
。

さ
ら
に
、「
東
京
都
や
都

内
区
市
ொ
ଜ
か
ら
は
、
日
常

の
経
ࡁ
活
ಈ
だ
け
で
な
く
、

災
害
時
の
༌
送
機
ೳ
確
อ
な

で
、
都
内
の
燃
料
供
給
施
設

が
ݶ
ら
れ
、
ಋ
入
が
ਐ
ん
で

い
な
い
と
આ
໌
。
都
バ
ス

に
Ｆ
̘
̫
を
ಋ
入
し
、
各
区

に
燃
料
供
給
施
設
を
作
る
な

ど
、
施
設
໘
で
の
支
ԉ
が
な

け
れ
ば
、
普
ٴ
は
೉
し
い
と

ड़
べ
た
。

渋
଺
・
ՙ
さ
ば
き
問
題
に

つ
い
て
は
、
ܯ
࡯
を
ަ
え
、

ݐ
設
業
ք
と
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
ք
で
࿩
し
合
い
の
場
が
必

要
と
の
意
見
が
ڍ
が
っ
た

が
、
ՙ
ओ
の
ґ
པ
も
あ
り
、

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
と
ݐ
設

ど
、
ट
都
防
Ӵ
に
必
要
な
໾

割
へ
の
期
଴
が
د
せ
ら
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
੹
務
に
も

応
え
る
た
め
、
࢑
定
੫
率
の

ଘ
ഇ
に
か
か
わ
ら
ず
、
来
年

度
以
降
の
ަ
付
金
額
を
、
本

年
度
以
上
と
し
て
い
た
だ
き

た
い
」と
ૌ
え
た
。

引
き
続
き
、
ླ
໦
෭
会
長

が
要
望
事
項
の
う
ち
、
残
り

の
重
点
要
望
３
項
目
を
中
心

に
આ
໌
し
た
。

１
つ
目
は
、
都
市
更
新
の

工
事
に
൐
い
、
区
間
や
ं
ઢ

の
制
ݶ
で
ަ
通
渋
଺
が
発
生

し
、
都
心
部
再
։
発
事
業
で

は
ՙ
さ
ば
き
場
所
の
制
໿
に

よ
る
、
ं
྆
の
ॱ
番
଴
ち
か

ら
ަ
通
渋
଺
が
発
生
す
る
な

ど
、
円
׈
な
物
流
の
๦
げ
と

な
る
事
象
が
生
じ
て
い
る
。

事
業
期
間
が
長
期
に
わ
た

り
、「
物
流
を
ࢭ
め
な
い
」た

め
に
、
事
業
׬
ྃ
後
だ
け
で

な
く
事
業
施
行
中
も
円
׈
な

物
流
の
確
อ
が
必
要
で
、
関

܎
事
業
ऀ
と
連
ܞ
し
て
、
ަ

通
渋
଺
や
ՙ
さ
ば
き
଴
ち
の

渋
଺
な
ど
が
生
じ
な
い
ަ
通

ध
要
マ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
の
࣮
施

を
求
め
た
。

２
つ
目
は
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
ऀ
に
は
都
お
よ
び
区

市
ொ
ଜ
の
要
請
に
基
づ
き
、

災
害
時
に
ۓ
ٸ
物
資
༌
送
へ

の
ڠ
力
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
、
東
京
の
物
流
機
ೳ
の

ҡ
࣋
と
と
も
に
、
災
害
時
の

ڠ
力
に
は
都
内
に
ト
ラ
ッ
ク

を
常
ற
さ
せ
る
こ
と
が
重
要

だ
。
都
心
部
を
中
心
と
し
て

災
害
時
に
活
用
で
き
る
ト
ラ

ッ
ク
を
確
อ
す
る
た
め
、
ं

྆
給
༉
施
設
の
確
อ
と
あ
わ

せ
、ं
ݿ
の
ҡ
࣋
に
向
け
て
、

新
た
に
ं
ݿ
経
費
な
ど
の
支

新
た
な
要
望
項
目
と
し
て
、

都
市
更
新
中
の
ަ
通
渋
଺
・

ՙ
さ
ば
き
଴
ち
渋
଺
な
ど
の

ղ
ফ
へ
の
対
応
に
加
え
、
東

京
の
物
流
機
ೳ
を
ҡ
࣋
す
る

た
め
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

の
経
営
基
൫
確
ཱ
対
ࡦ
、
物

流
の
２
０
２
４
年
問
題
の
՝

題
ղ
ܾ
に
向
け
た
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
人
材
確
อ
へ
の

対
応
を
は
じ
め

と
す
る
全
９
項

目
。
ಛ
に
、「
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
経
営
基

൫
確
ཱ
対
ࡦ
」「
都
市
更
新
中

の
ަ
通
渋
଺
・
ՙ
さ
ば
き
଴

ち
渋
଺
な
ど
の
ղ
ফ
へ
の
対

応
」「
ं
ݿ
の
確
อ
・
ҡ
࣋
へ

の
支
ԉ
」「
環
境
に
関
す
る
取

組
み
へ
の
支
ԉ（
̯
̚
̫
ト

ラ
ッ
ク
の
普
ٴ
ଅ
ਐ
）」
を

重
点
要
望
と
位
置
付
け
た
。

水
໺
会
長
は
、
要
望
に
当

た
り
、「
会
長
に
ब
೚
し
て

２
年
目
と
な
る
が
、
ド
ラ
イ

バ
ー
フ
Ỹ
ー
ス
ト
の
ߟ
え
を

も
と
に
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

ࢮ
๢
事

故
発
生
ঢ়

گ
を
み
る
と
、
ࣗ
స
ं
、
バ

イ
ク
ま
た
は
歩
行
ऀ
と
の
事

故
が
７
件
と
最
も
多
く
、
௥

い
ӽ
し
時
、
後
ୀ
時
、
࿏
外

ԉ
を
求
め
た
。

３
つ
目
は
、
Ｆ
̘
̫
ト
ラ

ッ
ク
な
ど
の
普
ٴ
に
当
た

り
、
ं
྆
ಋ
入
経
費（
ܰ
༉

ं
྆
の
໿
７
ഒ
）や
燃
料
費

の
࣮
࣭
負
୲
が
、
デ
ỹ
ー
θ

ル
ト
ラ
ッ
ク
と
比
べ
て
著
し

く
割
高
で
あ
り
、
ま
た
、
水

ૉ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
Օ

所
が
少
な
く
、
ར
用
時
間
が

ݶ
ら
れ
る
な
ど
、
普
ٴ
が
円

׈
に
ਐ
ま
な
い
ঢ়
گ
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
ิ
ॿ
対
象
の
ൣ

ғ
や
ิ
ॿ
単
価
・
上
ݶ
額
を

さ
ら
に
見
直
し
、
ಋ
入
し
や

す
い
環
境
੔
備
と
と
も
に
、

水
ૉ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の

増
設
を
求
め
た
。

各
会
೿
の
ώ
ア
リ
ン
ά
で

は
、
Ｆ
̘
̫
ト
ラ
ッ
ク
ಋ
入

ঢ়
گ
に
つ
い
て
の
࣭
問
に

対
し
、
４
Ἁ
ト
ラ
ッ
ク
１
୆

当
た
り
の
ಋ
入
費
用
が
高
額

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
は
、
ͻ

と
た
び
事
故
が
発
生
す
る
と

ਙ
大
な
ඃ
害
が
༧
૝
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
安
全
運
స
意
識

の
向
上
が
不
Մ
ܽ
と
し
た
。

東
ト
ڠ
は
、９
月
21
日
か

ら
30
日
ま
で
、「
ळ
の
全
国

ަ
通
安
全
運
ಈ
」
が
࣮
施
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
期
間
内
の

2û
日
を
֗
಄
指
ಋ
活
ಈ「
౷

一
࣮
施
日
」
と
設
定
し
て
い

る
。
社
会
的
に
ަ
通
安
全
に

஫
目
が
集
ま
る
こ
と
か
ら
、

本
部・支
部
が
ڠ
力
の
も
と
、

業
ք
を
ڍ
げ
て
、
よ
り
一
૚

安
全
意
識
を
高
め
、歩
行
ऀ
、

ࣗ
స
ं
や
バ
イ
ク
な
ど
の
ೋ

ྠ
ं
お
よ
び
他
の
ަ
通
に
も

十
分
஫
意
す
る
と
と
も
に
、

ަ
通
事
故
ະ
વ
防
ࢭ
の
た

め
、安
全
確
ೝ
の
ప
ఈ
な
ど
、

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
ಋ
を
求

め
て
い
る
。

全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
ڠ
会
は
こ
の
ほ

ど
、２
０
２
６（
令

和
８
）
年
度
の
՟

物
ࣗ
ಈ
ं
運
送
事

業
安
全
性
ධ
価

事
業（
̜
マ
ー

ク
申
請
）に
お

い
て
、「
ධ
価
項

目
ᶙ
．
安
全
性

に
対
す
る
取
組
の
ੵ
ۃ
性

ά
ル
ー
プ
３
㏯ᾊ
ド
ラ

イ
バ
ー
時
間
外
労
働
時
間

短
縮
の
取
組
の
ঢ়
گ
」
の

ධ
価
内
容
を
一
部
ม
更
し

た
と
ެ
表
し
、
申
請
事
業
所

に
向
け
て
प
知
し
て
い
る
。

ม
更
֓
要
は
次
の
通
り
。

ợ
൑
அ
方
਑
Ụ

ド
ラ
イ
バ
ー
時
間
外
労
働

時
間
の
更
な
る
時
間
短
縮
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て
ධ
価

ợ
൑
அ
基
४
Ụ

①
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時
間
外

労
働
時
間
の
上
ݶ
ن
制
に
つ

い
て
、
２
０
２
６
年
７

月
１
日
現
ࡏ
༗
ޮ
な
36

ڠ
定
ಧ
に
て
、
１
年
の

時
間
外
労
働
時
間
数
が

８
８
０
時
間
以
Լ
で
あ

る
こ
と
を
ධ
価（
２
点

付
༩
）、②
ド
ラ
イ
バ
ー

の
時
間
外
労
働
時
間
に

つ
い
て
、
２
０
２
６
年

７
月
１
日
現
ࡏ
༗
ޮ
な

36
ڠ
定
ಧ
に
て
、
１
年
の
時

間
外
労
働
時
間
数
が
、
前
回

ಧ
出
の
時
間
数
を
Լ
回
っ
て

い
る
こ
と
を
ධ
価（
１
点
付

༩
）※
２
０
２
６
年
度
ݶ
り

業
ք
だ
け
の
࿩
し
合
い
だ
け

で
は
問
題
ղ
ܾ
は
೉
し
い
と

આ
໌
し
た
。

ま
た
、
ं
ݿ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
の
ਝ
଎
な

ٹ
ԉ
物
資
༌
送
の
た
め
に
都

内
に
ト
ラ
ッ
ク
を
確
อ
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

た
め
に
、
夜
間
の
都
営
ެ
園

の
ற
ं
場
活
用
な
ど
、
対
ࡦ

の
必
要
性
が
提
Ҋ
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
、
人
材
不
଍
に

対
す
る
業
ք
の
取
り
組
み

や
、
ަ
付
金
制
度
に
つ
い
て

࣭
ٙ
を
行
っ
た
。

東
ト
ڠ
は
８
月
25
日
付

で
、全
会
һ
事
業
ऀ
に
対
し
、

運
༌
安
全
ҕ
һ
会
の
৿
本
উ

໵
ҕ
һ
長
໊
で
、「
ަ
通
事

故
ະ
વ
防
ࢭ
の
た

め
の
安
全
運
స
意

識
の
向
上
に
つ
い

て
」
の
ప
ఈ
を
求

め
る
要
請
จ
書
を

発
出
し
た
。

ܯ
ࢹ
ி
؅
内
に

お
け
る
令
和
７
年

の
事
業
用
ࣗ
ಈ
ं

に
よ
る
ަ
通
事
故

の
発
生
ঢ়
）گ
８

月
31
日
現
ࡏ
）は
、

ࢮ
๢
事
故
発
生
総

件
数
で
は
12
件
で
、
前
年
同

期
比
で
７
件
減
少
し
て
い
る

も
の
の
、
会
һ
関
༩
の
一
当

事
故
は
２
件
で
、
同
１
件
増

加
し
て
い
る
ঢ়
گ
に
あ
る
。

ற
ं
場
か
ら
本
ઢ
へ
の

ਐ
入
時
な
ど
に
お
け
る

௥
ಥ
、
઀
৮
に
よ
り
発

生
し
て
い
る
。
事
故
発

生
時
は
大
半
が
前
র
౮

の
点
౮
を
必
要
と
し
な

い
時
間
帯
で
、
天
ީ
が

੖
天
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
事
故
は

前
方
、
ଆ
方
お
よ
び
後

方
の
安
全
不
確
ೝ
が
ݪ

Ҽ
と
ߟ
え
ら
れ
る
。

新
ֶ
期
が
始
ま
る
と

と
も
に
、
気
ީ
が
良
く
な
る

時
ق
を
迎
え
、
人
の
ಈ
き
が

活
発
に
な
り
ަ
通
ྔ
が
増
加

す
る
こ
と
で
、
事
故
が
༠
発

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

౎ຽフΝーετの会

౎ٞ会ࣗ༝ຽओౘ

౎ٞ会ެ໌ౘ

東ト協

８年度

౦
ژ
ͷ
෺
ྲྀ
ػ
ೳ
ҡ
࣋
ʹ

ަ
෇
ۚ
ֹ
ͷ
૿
ֹ
͕
ඞ
ཁԁ

׈
ͳ
෺
ྲྀ
ɾ
ं
ݿ
ҡ
࣋
ɾ
̯
̚
̫
ී
ٴ

౦
ژ
౎
΁
ͷ
ಛ
ผ
ཁ
๬
ॻ

౎
ٞ
ձ
֤
ౘ
ʹ
ର
͠
ఏ
ग़

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
2025

９
月
1û
೔
ɾ
୅
ʑ
໦
ެ
Ԃ

東ト協

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
ਫ
໺
ޭ
会
長
）

は
̕
݄
２
೔
、東
京
都
ٞ
会
の
ࣗ
༝
ຽ
ओ
ౘ・

ެ
໌
ౘ
・
都
ຽ
ϑ
Ỹ
ー
ε
ト
の
会
に
対
し

て
、そ
れ
ͧ
れ
ྩ
࿨
̔
年
౓ủ
東
京
都
へ
の

ಛ
ผ
ཁ
๬
Ứを
提
ग़
し
た
。
物
流
の
２
０
２

４
年
問
題
に
対
応
し
、ト
ラ
ッ
ク
運
ૹ
業
界

の
課
題
ղ
ܾ
と
業
界
の
஍
Ґ
向
্
の
た
め
、

協
会
׆
ಈ
の
ݪ
ࢿ
と
な
る
東
京
都
運
༌
ࣄ

業
ৼ
ڵ
ॿ
੒
ަ
෇
金
が
ඞ
ཁ
不
Մ
ܽ
な
ࡒ

ݯ
と
し
た
্
で
、࢑
ఆ
੫
཰
の
ଘ
ഇ
に
͔
͔

わ
ら
ͣ
、̔
年
౓
Ҏ
߱
の
ަ
෇
金
ֹ
が
̓
年

౓
Ҏ
্
に
な
る
こ
と
を
求
め
た
΄
͔
、ԁ
׈

な
物
流
の
֬
อ
、都
৺
部
で
の
ं
ݿ
ҡ
࣋
へ

の
ॿ
੒
、θ
ϩ
Τ
ϛ
ッ
γ
ἀ
ン
・
ビ
ー
ク
ϧ

（
̯
̚
̫
）ト
ラ
ッ
ク
の
ී
ٴ
ଅ
進
を
ૌ
͑

た
。

（
ཁ
๬
ࣄ
߲
͸
̏
໘
ܝ
ࡌ
）

υ
ϥ
Π
ό
ồ
ࢦ
ಋ
ͷ
ప
ఈ
Λ

൑அج४ΛҰ෦มߋ

҆શҙࣝٻ্޲ΊΔ౦τڠ�

ަ௨ނࣄະવ๷ࢭへ
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企画部 事業グループ

東
ト
ڠ
元
๽
ా
支
部
長
の

∁
ా
߂
氏（
∁
ా
運
༌
会
長
）

が
、
８
月
2û
日
、
心
不
全
の

た
め
ࢮ
去
し
た
。
ڗ
年
ÿÿ
ࡀ

だ
っ
た
。通
夜
は
８
月
2ÿ
日
、

ࠂ
別
式
は
ཌ
29
日
、
๽
ా
区

横
川
の
ホ
ー
ル
博
ળ
で
ࣥ
り

行
わ
れ
た
。
૕
ओ
は
、
長
உ

の
ل
氏
。

同
氏
は
ཧ
事（
平
成
６
年

～
1û
年
）、
常
೚
ཧ
事
・
๽

ా
支
部
長（
同
1û
年
～
2û
年
）

を
ྺ
೚
。
平
成
13
年
に
国
土

ަ
通
大
ਉ
表
জ
、
同
21
年
に

Ѵ
日
૒
光
ষ
を
受
ষ
。

ݩ
๽
ా
ࢧ
෦
௕

∁
ా
ࢯ
͕
ࢮ
ڈ

øÿ
೔

関
東
・
ߕ
৴
ӽ
重
ྔ

部
会
正
෭
部
会
長
会
議

ù÷
೔

۝
都
県
市
合
同
防
災

܇
࿅
˜
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス

タ
̩
Ｏ
Ｋ
̮
Ｏ
２
０
２
５

࣮
行
プ
ϩ
ジ
ェ
ク
ト
ϫ
ー

Ω
ン
ά
ά
ル
ー
プ
会
議
˜

੨
年
部
正
෭
本
部
長
会
議

˜
生
コ
ン
ઐ
໳
部
会
໾
һ

会
ùù
೔

ࢴ
・
ύ
ル
プ
ઐ
໳
部

会
໾
һ
会

ùý
೔

ւ
上
コ
ン
テ
ナ
ઐ
໳

部
会
関
東
運
༌
局
と
の
意

見
ަ
換
˜
東
ト
ڠ
チ
Ỿ
リ

テ
ỹ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
࣮
行

ҕ
һ
会
˜
੨
年
部
װ
事
会

ùĀ
೔

۝
都
県
市
合
同
防
災

܇
࿅

ú÷
೔

東
京
都
・
Ӌ
ଜ
市
・

øý
೔
 

15
時
ử
関
東
・
ߕ

৴
ӽ
重
ྔ
部
会
ਝ
଎
化

（
ト
ラ
ッ
ク
）ϫ
ー
Ω
ン

ά
ά
ル
ー
プ（
東
ト
総
合

会
館
／
̬
̴
ｂ
併
用
）

øþ
೔
 

13
時
30
分
ử
ւ
上

コ
ン
テ
ナ
ઐ
໳
部
会
໾
һ

会（
大
Ҫ
７
߸
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
）

øÿ
೔
 

10
時
ử
引
ӽ
ઐ
໳

部
会
引
ӽ
؅
ཧ
ऀ
ߨ
श

（
全
ト
総
合
会
館
）

ùû
೔
 

東
ト
ڠ
֗
಄
指
ಋ

活
ಈ「
౷
一
࣮
施
日
」

ùĀ
೔
 

13
時
30
分
ử
経
営

教
育
ҕ
һ
会（
東
ト
総
合

会
館
／
̬
̴
ｂ
併
用
）

ừ
̔
݄
16
Ỗ
31
೔
Ử

ừ
̕
݄
16
Ỗ
30
೔
Ử

【
ਂ
઒
ࢧ
෦
】

◆
̜
㏯̴
̸
̶
̷
̓
ג
式

会
社
ử
ߐ
東
区
໦
場
２
の
２

の
10
１
０
１
߸
˜
ὸ
03
・

６
４
５
８
・
７
７
１
３
˜
一

ൠ
՟
物
運
送（
普
通
ं
５
୆
、

小
型
ं
３
୆
）、
ܰ
ं
྆
等

運
送（
２
୆
）、ར
用
運
送

【
ߐ
ށ
઒
ࢧ
෦
】

◆
ԏ
ڵ
業
ג
式
会
社
ử
ߐ

ށ
川
区
ࣛ
ࠎ
３
の
１
の
２
˜

ὸ
03
・
６
３
３
６
・
８
７
８

２
˜
一
ൠ
՟
物
運
送（
普
通

ं
５
୆
）

౦
τ
ڠ
ࣄ
຿
ہ
ਓ
ࣄ

（
９
月
１
日
）

࠾
用
ử
適
正
化
事
業
部
適

正
化
事
業
̜
܎
һ
、
ࠇ
ᖒ
༑

࠸

日
の
出
ொ
合
同
総
合
防
災

܇
࿅

東
ト
ڠ
は
、
会

һ
事
業
ऀ
を
対
象

と
し
た「
普
通
ٹ

命
ߨ
श
」
が
10
月

に
։
࠵
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
９
月
16

日
午
前
９
時
よ
り

申
し
ࠐ
み
を
受
け

޿
く
普
ٴ
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
。
東
京
防
災

ٹ
ٸ
ڠ
会
の
ઐ
໳
ߨ
ࢣ
が
、

ٹ
命
方
法
な
ど
に
つ
い
て
࣮

技
を
含
め
て
આ
໌
す
る
。

な
お
、
受
ߨ
ऀ
に
は
東
京

ফ
防
ி
ফ
防
総
؂
か
ら「
ٹ

命
技
ೳ
ೝ
定
証
」
が
ަ
付
さ

れ
る（
後
日
༣
送
）。

申
し
ࠐ
み
は
、
東
ト
ڠ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
セ
ミ
ナ
ー
情

報
／
東
京
ফ
防
ி
ओ
」࠵
普

通
ٹ
命
ߨ
श
」
։
࠵
Ҋ
内
の

「
受
ߨ
申
ࠐ
フ
Ỽ
ー
ム
」
か

ら
行
う
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
ト

ڠ
業
務
部
ަ
通・環
境
（̜
ὸ

03
・
３
３
５
９
・
３
６
１
８
）

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
運

༌
安
全
ҕ
һ
会（
৿
本
উ
໵

ҕ
һ
長
）は
９
月
４
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
、
令
和
７
年

度
ୈ
１
回
ҕ
һ
会（
̬
̴
ｂ

併
用
）を
։
࠵
し
、ळ
の
全
国

ަ
通
安
全
運
ಈ（
９
月
21
日

～
30
日
）へ
の
取
り
組
み
、活

ಈ
内
容
な
ど
を
確
ೝ
し
た
。

๯
಄
、
৿
本
ҕ
һ
長
は
ळ

の
全
国
ަ
通
安
全
運
ಈ
を
通

じ
て
、
事
故
防
ࢭ
の
取
り
組

み
や
ަ
通
安
全
ܒ
発
活
ಈ
へ

東
ト
ڠ
チ

Ỿ
リ
テ
ỹ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

࣮
行
ҕ
һ
会

（
大
∁
一
ٛ

ҕ
һ
長
）は

�
月
26
日
、
東
ト
総
合
会
館

で
、
令
和
７
年
度
ୈ
１
回
ҕ

һ
会（
̬
̴
ｂ
併
用
）を
։

࠵
し
、
ୈ
39
回
東
ト
ڠ
チ
Ỿ

リ
テ
ỹ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
の
։

࠵
日
ఔ
や
場
所
、
։
࠵
要
ྖ

お
よ
び
ڝ
技
方
法
な
ど
に
つ

い
て
ڠ
議
し
た
。

大
会
は
11
月
1þ
日
、
埼
玉

の
ڠ
力
を
求
め
た
ほ
か
、８

月
25
日
に
ҕ
һ
長
໊
で
発
出

し
た
จ
書「
ަ
通
事
故
ະ
વ

防
ࢭ
の
た
め
の
安
全
運
స
意

識
の
向
上
に
つ
い
て
」（
̍
໘

ࢀ
র
）の
内
容
を
આ
໌
し
、

「
ަ
通
事
故
ະ
વ
防
ࢭ
の
た

め
、
改
め
て
安
全
意
識
の
向

上
に
向
け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
へ

の
指
ಋ
を
お
ئ
い
す
る
」
と

呼
び
か
け
た
。

続
い
て
、
ळ
の
ަ
通
安
全

運
ಈ
の
࣮
施
に
つ
い
て
、
ܯ

県
入
間
市
の
ڱ
山
ゴ
ル
フ
・

ク
ラ
ブ
で
։
࠵
。
։
࠵
方
法

な
ど
を
一
部
見
直
し
の
上
、

࣮
施
す
る
。

今
大
会
で
は
、
こ
れ
ま

で
の
૖
年
・
シ
ニ
ア
・
ঁ

性
各
組
の
ݸ
人
戦
を
、「
உ

性
の
部
」「
ঁ
性
の
部
」と

し
、
ॱ
位
の
ܾ
定
方
法
は

1ÿ
ホ
ー
ル
ス
ト
ϩ
ー
ク
プ

レ
ー
で
行
う
。
ஂ
体
戦
は

当
日
の
プ
レ
ー
人
数
３
人

以
上
を
৚
件
と
す
る
。

ま
た
、
プ
レ
ー
後
の
ύ

ー
テ
ỹ
ー（
表
জ
式
）を

෮
活
さ
せ
、

ஂ
体
・
ݸ
人

ࢹ
ி
ަ
通
部
؅
ཧ

׭
の
工
౻
஧
༤
氏

と
、
東
京
運
༌
支

局
཮
運
技
術
ઐ
໳

׭
の
ੴ
Ҫ
ஐ
大
氏

が
、
ަ
通
安
全
運

ಈ
の
ਐ
め
方
や
࣮

施
ࡉ
目
な
ど
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
આ
໌
し

た
。

表
জ
な
ど
の
一
部
を
ม
更
す

る
。さ

ら
に
、
会
費
な
ど
の
負

୲
ܰ
減
を
ߟ
ྀ
し
た
運
営
に

付
け
る
。受
ߨ
料
は
無
料（
東

ト
ڠ
が
負
୲
）。

։
࠵
日
時
は
10
月
23
・
2û

日
の
各
日
午
前
９
時
～
正
午

と
、
午
後
１
時
30
分
～
４
時

30
分（
�
日
間
で
計
４
回
։

࠵
）。
会
場
は
東
ト
総
合
会

館
７
階
大
会
議
室
。

受
ߨ
対
象
は
、
ॳ
め
て
普

通
ٹ
命
ߨ
श
を
受
ߨ
す
る

ऀ
、
ま
た
は
前
回
の
普
通
ٹ

命
ߨ
श
受
ߨ
日
か
ら
３
年
を

超
え
る
ऀ
。
定
һ
は
各
回
2û

人（
１
社
２
人
ま
で
／
ઌ
ண

ॱ
、
定
һ
に
な
り
次
ୈ
、
受

付
ऴ
ྃ
）。

同
ߨ
श
は
、
ަ
通
事
故
や

労
働
災
害
、
お
よ
び
大
ن
໛

災
害
な
ど
の
発
生
時
に
必
要

と
な
る
ٹ
命
ٹ
ٸ
に
つ
い
て
、

会
һ
事
業
ऀ
の
؅
ཧ
৬
な
ど

指
ಋ
的
な
ཱ
場
に
あ
る
ऀ
へ

す
る
と
と
も
に
、
大
会
の
長

時
間
化・଴
ち
時
間
の
改
ળ
、

ス
コ
ア
集
計
ミ
ス
を
࡟
減
す

る
一
環
と
し
て
、
ス
コ
ア
カ

ー
ド
を
ݸ
人
用
に
ม

更
す
る
な
ど
の
対
ࡦ

を
࣮
施
す
る
。

大
会
に
は
、
各
支

部
や
関
܎
ஂ
体
の

代
表
、
関
܎
ا
業
な

ど
が
ࢀ
加
す
る
༧
定

で
、
ࢀ
加
ऀ
か
ら
は

د
ෟ
金
を
ื
り
、
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
ަ
通

Ҩ
ࣇ
等
ॿ
成
ࡒ
ஂ
へ

د
ෟ
を
行
う
。

東
ト
ڠ
で
は
、９
月
2û
日

を
֗
಄
指
ಋ
活
ಈ
の「
౷
一

࣮
施
日
」
と
し
て
、
本
部
と

支
部
が
歩
調
を
合
わ
せ
て
一

体
と
な
り
、
ަ
通
安
全
運
ಈ

の
推
ਐ
に
取
り
組
Ή
。ま
た
、

運
ಈ
期
間
中
、
都
内
の
屋
外

大
型
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で
、
ܯ

ࢹ
ி
ަ
通
部
と
連
໊
で
ަ
通

安
全
ܒ
発
ө
૾
を
放
ө
す

る
。さ

ら
に
、
ౙ
用
タ
イ
Ϡ
ަ

換
時
の
஫
意
点
、
ࣗ
ಈ
点
呼

機
ث
・
̙
̭
ಋ
入
ଅ
ਐ
ॿ
成

事
業
࣮
施
要
ྖ
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
審
議
し
た
。
国
土

ަ
通
ল
が
ࣗ
ಈ
点
呼
機
ث
の

ൣ
ғ
を
業
務
前
に
֦
大
し
た

こ
と
を
౿
ま
え
、
運
行
؅
ཧ

ऀ
の
確
อ
お
よ
び
適
切
な
運

行
؅
ཧ
の
࣮
施
の
ࢹ
点
か
ら

ಋ
入
を
推
奨
し
、
࣮
施
要
ྖ

を
改
正
し
て
、
機
ث
活
用
の

ଅ
ਐ
に
つ
い
て
ঝ
ೝ
し
た
。

報
ࠂ
事
項
で
は
、
今
年
度

の
ୈ
û6
回
東
ト
ڠ
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
に
܎
る

݁
果
、７
年
中
の
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
の
ҿ
ञ
事
故
事

例
、
７
年
中
の
ܯ
ࢹ
ி

؅
内
に
お
け
る
事
業
用
՟
物

ं
関
༩
の
ࢮ
๢
事
故
発
生
ঢ়

گ
、
̚
㏯ラ
ー
ニ
ン
ά
に
よ

る
ド
ラ
イ
バ
ー
教
育
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
આ
໌
し
た
。

な
お
、
都
内
の
事
業
用
՟

物
ं
・
ࢮ
๢
事
故
件
数
は

８
月
31
日
現
ࡏ
で
12
件（
前

年
同
期
比
７
件
減
）。
こ
の

う
ち
会
һ
関
༩
事
故
は
２

件（
同
３
件
減
）、ୈ
１
当
関

༩
事
故
は
２
件（
同
１
件
増
）

と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
関
東
ަ
通
ڞ
ࡁ

ڠ
同
組
合
ࢀ
༩
の
෍
施
谷
ݡ

࢘
氏
が
ळ
の
ަ
通
安
全
運
ಈ

に
対
す
る
取
り
組
み
を
આ
໌

し
た
。

ޮ཰Խɾॆ 実Խ΁Ұ෦มߋ

11
月
1þ
೔
ỏڱ
ࢁ
̜
̘
Ͱ 東ト協 運輸安全委員会

９
月
1ý
೔
͔
Β
ड
෇
։
࢝

ࣄ
ނ
๷
ࢭ
औ
Γ
૊
Έ
ప
ఈ
Λ

ී௨ߨ໋ٹश東ト協

第39回東ト協

チャリティー
ゴルフ大会

ळ
ͷ
શ
ࠃ
ަ
௨
҆
શ
ӡ
ಈ

９
月
ùû
೔「
౷
Ұ
実
施
೔
」
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　東京都トラック協会の「令和8年度東京都への特別要望」
では、物流の2024年問題に対応し、東京の輸送能力不足
を顕在化させないため、全9項目を要望項目とし、トラック
運送事業の経営基盤確立対策をはじめ、4項目を重点要望
とした（1面に関連）。

１　トラック運送事業の経営基盤確立対策 重点要望
ɹ౰ڠձ͸ɺ౦ژͷ෺ྲྀΛ୲ τ͏ϥοΫӡૹऀۀࣄͷۀ຿
վળͱܧۀࣄଓΛࢧԉ͢΂ ɺ͘ަ ௨҆શରࡦɺڥ؀ରࡦɺۓ
ͳͲɺެࡦ༌ૹରٸ Λ౿·͑ͨऔ૊ΈΛଟ֯తʹల։͠ੑڞ
͓ͯΓ·͢ɻಛʹɺτϥοΫӡૹۀքͷ ·͟͞·ͳ՝୊ղܾΛ
ਪਐ͢ΔͨΊʹɺ·ͣ͸ɺτϥοΫυϥΠόʔʹ͍ͭͯɺ̞ ̩Λ
मͷॆ࣮ɺ݈ݚमɾަ௨҆શݚ຿ۀͨ͠༺׆ ؅ཧͷపఈ߁
Λ໨ͨ͠ࢦఆ߁݈ظ਍அड਍අ༻ॿ੒ͷ֦ॆɺӡస໔ڐऔ
ಘඅ༻ॿ੒ͷର৅֦େͳͲɺτϥοΫυϥΠόʔਓࡐͷ֬อɾ
ҭ੒΍݈ى߁Ҽނࣄ๷ࢭͷڧԽͳͲʹऔ૊ΈɺυϥΠόʔ
ϑΝʔετͷࢹ఺ʹཱͬͯ ʮ෺ྲྀͷ̎̌ ̎̐ ೥໰୊ʯ΁ͷରԠ
ʹ૯ྗΛ͓ͯ͛ڍΓ·͢ɻͦͷࢿݪͱͳΔͷ͸ɺ͍ ·͏Ͱ΋ͳ
͘౦ژ౎ӡ༌ۀࣄৼڵॿ੒ަ෇ۚͰ͋Γɺ౰ڠձۀࣄඅͷ
େ൒Λ઎ΊΔඞཁෆՄܽͳݯࡒͱͳͬͯ ͓Γ·͢ɻ
ɹྩ࿨̓೥౓ͷަ෇ֹ͸໿̔ԯ̔ઍ̑ඦສԁͰɺࡢ೥౓ʹ
ൺ΂໿̏ઍ̕ඦສԁʢ���ˋʣͷֹݮͱͳΓ·͠ ͨɻަ෇ֹͷ
ఆ͸ɺ༌ૹྔʹ͔͔ΘΓͳ͘ࢉ ɺܰ ༉ͷ࢖༻ྔ͕ͦͷࠜڌͷ
ϕʔεͱ͞ Ε͓ͯΓ·͕͢ɺޙࠓ΋ɺ౦ژ౎΍ࠃͷ͞·͟·ͳ
ઃ͕͜ͷ਺೥େࢪ༉څਐ௙͢Δͱͱ΋ʹɺ౎಺͕ࡦରڥ؀
෯ʹݮগ͠ɺ౎಺ͷܰ༉࢖༻ྔ͕೥ʑݮগͯ͠ ͍Δ͜ ͱ͔Βɺ
ަ෇ֹ΋௕ظతʹ͸ݮগͯ͠ ͍͘ ͱ͕͜༰қʹ૝ఆ͞Ε·͢ɻ
͜ͷݮগ෯͸೥ʑେ͖ͳ΋ͷͱͳ͓ͬͯΓɺશࠃͷ౎ಓ෎ݝ
τϥοΫڠձʹ͓͚Δ౦ژͷަ෇ֹͷॱҐ͸ɺ̐ Ґ΁௿Լ͢
Δ͜ ͱͱͳΓ·͠ ͨɻ
ɹࠓࡢɺܰ ༉Ҿऔ੫ͷ࢑ఆ੫཰ͷഇ͕ࢭҰ෦࿦͡ΒΕ͓ͯ
Γ·͕͢ɺ͜ ͷٞ࿦ͷํߦʹΑͬͯ͸ɺަ ෇ۚͷ֬ݯࡒอ͕
೉ͱͳΔ͜ࠔ ͱΛཧ༝ͱ͠ ͯɺަ ෇ֹɺ͞ Βʹ͸੍౓ͷଘଓʹ
Λ༩ڹͳӨࠁਂ Δ͑Մೳੑ͕͋Γ·͢ɻ
ɹަ෇ֹͷݮগ·ͨ͸੍౓ഇࢭ͸ɺ౰ڠձ͕͍ͯͬߦΔࣄ
Λஶ͘͠ۀ ఀ଺ͤ͞ɺ݈ શͳτϥοΫӡૹۀࣄͷൃలʹ༩͑
ΔӨڹ͸ਙେͰ͋Γɺͦ ͷ݁Ռɺ౦ژͷ෺ྲྀػೳͷ֬อ͕
೉ͱͳΔࠔ ͱ͜͸໌Β͔Ͱ͋Γ·͢ɻ͖ͭ·͠ ͯ͸ɺ࢑ఆ੫཰
ͷଘഇʹ͔͔ΘΒͣɺདྷ೥౓Ҏ߱ͷަ෇ֹ͕ຊ೥౓Ҏ্ͱ
ͳΔΑ͏ ͓औΓܭΒ͍͍͖͍ͨͩͨɻ
２　トラックドライバー人材確保への対応
ɹ౎಺ͷτϥοΫӡૹऀۀࣄ͸ɺ೥ʑݮগͯ͠ ͍Δ্ʹɺए
೥૚ͷӡస໔ڐอ༗ऀͷݮগ΍ଞۀ࢈ʹൺ΂ͯ௞ۚਫ४
͕௿͍ͳͲʹΑΓɺτϥοΫυϥΠόʔͷ֬อ͕ஶ͘͠ ೉ͳࠔ
ঢ়گͱͳ͓ͬͯΓ·͢ɻͦ͏ ͨ͠ঢ়گΛվળ͢ΔͨΊɺҾ͖ଓ
͖ɺҎԼͷऔ૊ΈΛྗڧʹਪਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶃ̞ ԉࢧಋೖ΁ͷثػ̩
ɹࠃ͸ɺ͢ Ͱʹதখۀاʹ͓͚Δ̞ ̘̩γεςϜثػಋೖʹ
Δͱ͍ͯͬ͜ߦԉΛࢧ͍ͯͭ ΖͰ͋Γ·͕͢ɺۀ຿ͷޮ཰Խ
Λ Β͞ʹਐΊΔͨΊɺ෺ྲྀ̙̭ͷਪਐʹ͢ࢿΔ఺ࢧݺԉثػ
ʢ̖̞ ϩϘοτͳͲʣ΍̞ ̩఺ݺγεςϜͳͲ̞ ͭʹಋೖثػ̩
͍ͯɺ౦ژ౎ʹ͓͍ͯ΋ۀ࢈੓ࡦͷҰ؀ͱ͠ ͯɺ౎ಠࣗͷࢧ
ԉࡦΛ૑ઃͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄܜٳͳͲͷͨΊͷறఀंεϖʔεͳͲͷ੔උ
ɹޮ཰తͳ࣌ؒ؅ཧΛਐΊΔʹ͸ɺτϥοΫυϥΠόʔͷٳ
·ΛऔΔ৔ॴͳͲ͓ΑͼτΠϨͷ֬อ͕ॏཁͰ͋Γࣄɾ৯ܜ
͢ɻҾ͖ଓ͖ɺறఀंεϖʔεΛؚΉܜٳͳͲͷ৔ॴ֬อΛ
ਐΊΔͱͱ΋ʹɺ৽ͨʹ౎಺څ༉ࢪઃͳͲΛ׆༻͠ τͨΠϨͷ
֬อΛଅਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶅଟ༷ͳਓ͕ࡐब࿑Ͱ͖ΔΑ͏ͳ࿑ಇྗରࡦ
ɹࡏݱͷब࿑ڥ؀ͷதͰ͸ɺզʑτϥοΫӡૹ͚ͩऀۀࣄͰ
ͳτϥοΫυϥΠόʔͷ୲͍खෆ଍Λվળ͢Δࠁਂ ͱ͜͸ࠔ
೉Ͱ͋Γ·͢ɻࠓ·Ͱͷஉੑத৺ͷਓ֬ࡐอࡦͰ͸ݶքΛ
ܴ͓͑ͯΓɺଟ༷ͳਓࡐͷ֬อ͕ٸ຿Ͱ͋ΔͨΊɺ౰ڠձʹ
͓͍ͯ͸ɺࡢ೥౓͔Β౦ژ࿑ಇ͓ہΑͼϋϩʔϫʔΫͱ࿈ܞ
ͯ͠ ɺ৽ͨͳਓ֬ࡐอۃੵʹࡦతʹऔΓ૊ΜͰ͍Δͱ͜ ΖͰ
͋Γ·͢ɻ౦ژ౎ʹ͓͍ͯ΋ɺਓ֬ࡐอʹ͚޲ɺब࿑ػձͷ
৔ͷఏڙͳͲ Β͞ͳΔࢧԉΛ͠ ͍͖͍ͯͨͩͨɻ
ɹಛʹɺτϥοΫӡૹۀքͰ͸ɺҎલ͔Βঁੑͷਓ׆ࡐ༻ʹ
औ૊ΜͰ͖͓ͯΓɺͦ ͷҰ؀ͱ͠ ͯ౦ژ౎ʹ΋ࢧԉͯ͠ ͍ͨͩ
͖ͳ͕ΒɺτϥοΫυϥΠόʔͷӡస໔ڐऔಘΛॿ੒ͯ͠ ͖·
ͨ͠ɻޙࠓ΋ Β͞ʹɺঁ ੑ͕ಇ͖΍͍͢৬৔ڥ؀੔උʢࢠҭ
৔ॴ͓Αͼՙࣄҥࣨɺ৯ߋઃɺτΠϨɺࢪɾਭ຾ܜٳԉɺࢧͯ
໾ۀ࡞ઃඋ౳ʣͳͲΛਐΊɺτϥοΫυϥΠόʔ͕ঁੑͷ৬ۀ
બ୒ͷର৅ʹҐஔ͚ͮΒΕΔΑ͏ ԉͯ͠ࢧ ͍͖͍ͨͩͨɻ
３　都市更新中の交通渋滞・荷さばき待ち渋滞などの解消
への対応 重点要望
ɹࡏݱɺ౎಺Ͱ͸ɺ࠶։ൃۀࣄ΍Πϯϑϥ࠶ੜ͕ۀࣄଟ਺
ల։͞Ε͓ͯΓɺ౎ࢢͷߋ৽͕Ճ଎Խͯ͠ ͓Γ·͢ɻ͜ΕΒ
ͷߋ৽ۀࣄͰ͸ɺޙྃ׬ۀࣄͷ෺ྲྀػೳΛݟ௚͠ɺॆ ڧ࣮
Խͯ͠ ͍Δ΋ͷ͕ଟ ɺ͘զʑτϥοΫӡૹۀք΋͜ ΕΒۀࣄʹ
େ͍ʹظ଴Λ͍ͯͤدΔͱ͜ ΖͰ͋Γ·͢ɻ
ɹ͔͠͠ߴɺ ଎ീॏऱઢ௕ظ௨ࢭߦΊʢ����೥౓ʙ ����
೥౓ʣͳͲͷߴ଎ಓ࿏ߋ৽ۀࣄͰ͸ɺ۠ ؒ΍ंઢͷ੍ݶʹ
൐͏ަ௨ौ଺͕ɺ·ͨɺ৽॓Ӻ௚ۙ஍۠౔஍۠ը੔ཧۀࣄ
ʢ����೥౓ʙ ����೥౓ʣͰ͸ɺ̔ ͞͹͖৔ॴͷ੍໿ʹΑ

Δं྆ͷॱ൪଴͕ͪ৽॓Ӻ੢ޱӺલͰൃੜ͢ΔͳͲɺ౎ࢢ
ࣄͳ෺ྲྀͷ๦͛ͱͳΔ׈தʹ͓͍ͯɺԁ్ߦࢪͷۀࣄ৽ߋ
৅͕গͳ͔Βͣੜ͍ͯ͡·͢ɻ͜ΕΒͷۀࣄ͸௕೥Λཁ͢Δ
ͱ͕͜ҰൠతͰ͋Δ ͱ͔͜Βɺ෺ྲྀʹ༩͑ΔӨڹ͸௕ؒظʹ
Θ Γͨ·͕͢ɺͦ ͷؒɺ෺ྲྀΛࢭΊΔ͜ ͱ͸Ͱ͖·ͤΜɻ
ɹ͖ͭ·͠ ͯ͸ɺ͚ͩޙྃ׬ۀࣄͰ͸ͳ͘ ɺߦࢪۀࣄதʹ͓͚
Δԁ׈ͳ෺ྲྀΛ֬อ͢ΔͨΊͷສશͳରԠʹ͚޲ɺؔ ࣄ܎
ͯ͠ܞͱ࿈ऀۀ ɺަ ௨ौ଺΍ՙ͞͹͖଴ͪͷौ଺ͳͲ͕ੜ͡
ͳ͍ަ௨धཁϚωδϝϯτΛ཰ઌͯ͠ ਐΊ͍͖͍ͯͨͩͨɻ
４　車庫の確保・維持への支援 重点要望
ɹۙ೥ɺ౎಺࣏ࣗମͰ͸๷ࡂରڧ͕ࡦ ͹Ε͓ͯΓɺզʑڣ͘
τϥοΫӡૹऀۀࣄʹ͸ɺ౎͓Αͼ۠ࢢொଜͷཁ੥ʹͮ͘ج
͢·ΊΒΕ͓ͯΓٻ͘ڧ͕ྗڠ༌ૹ΁ͷࢿ෺ٸۓͷ࣌֐ࡂ
͕ɺಛʹେن໛֐ࡂʹ͓͍ͯ͸ɺͦ ͷػಈੑɺਝ଎ੑ͕ඞਢ
Ͱ͋Γ·͢ɻ͞ΒʹɺଞݝφϯόʔτϥοΫͷ࢖༻͸೉͍͜͠
ͱ͔Βɺ౎಺φϯόʔͷτϥοΫΛ֬อ͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
τϥοΫӡૹ͕ऀۀࣄɺ౎಺Ͱͷ׆ۀࣄಈΛԁ͍ߦʹ׈ɺ౦
ྗڠΊΒΕΔٻʹ࣌֐ࡂೳΛҡ࣋͢Δͱͱ΋ʹɺػͷ෺ྲྀژ
Λ࣮͢ࢪΔͨΊʹ͸ɺ·ͣɺ౎಺ τʹϥοΫΛৗறͤ͞Δ ͱ͜
͕લఏͱͳΓ·͢ɻ
ɹ͔͠͠ͳ͕Βɺ࠶։ൃͳͲʹΑΔपลڥ؀ͷมԽ΍஍Ձͷ
ஶ্͍͠ঢʹ൐͍ɺ౎৺෦Λத৺ͱ͠ ͯɺτϥοΫৗறʹඞཁ
ͳंݿ༻஍ͷ֬อ͕೉͘͠ ͳΔͱͱ΋ʹɺं Δඅ༻ͷ܎ʹݿ
ෛ୲૿͕ܦӦΛѹഭͯ͠ ͓Γ·͢ɻ͜ΕʹɺτϥοΫ͕ར༻Մ
ೳͳं྆څ༉ࢪઃͷݮগ΋ՃΘΓɺ౎಺ τʹϥοΫͷंݿΛ
ҡ࣋͢Δ ͱ͕͜ஶ͘͠ ن೉ͱͳ͓ͬͯΓ·͢ɻ͜ͷͨΊɺେࠔ
໛֐ࡂͷൃ࣌ࡂରԠʹඞཁͳ༌ૹྗΛ֬อ͢Δ ͱ͕͜ࠔ೉
ͱͳ͖͓ͬͯͯΓɺ౎ຽੜ׆΍౦ژͷ׆ࡁܦಈʹ౰ͨΔӨڹ
͸ਙେͱͳΔՄೳੑ͕͋Γ·͢ɻ
ɹ͍ͭͯ͸ɺ౎৺෦Λத৺ͱ͠ Ͱ͖ΔτϥοΫ༺׆ʹ࣌֐ࡂͯ
Λ֬อ͢ΔͨΊɺं ઃͷ֬อͱซͤɺंࢪ༉څ྆ අͷܦݿ
ॿ੒ͳͲंݿͷҡ࣋ʹࢧ͚ͨ޲ԉΛ৽ͨʹ࣮ͯ͠ࢪ ͍ͨͩ
͖͍ͨɻ
５　高速道路の料金対策
ɹᶃར༻ଅਐʹ͚ͨ޲Ӧंۀ༻ྉۚମܥͷ૑ઃ
ɹ੓෎͕ൃද͠ ʮͨ෺ྲֵྀ৽ʹ͚ͨ޲੓ࡦύοέʔδʯͰ
͸ɺ۩ମతͳࡦࢪͷҰͭͱ͠ ʮͯ࿑ಇੜ͚ͨ޲ʹ্޲ੑ࢈ར
༻͠΍͍͢ߴ଎ಓ࿏ྉۚͷ࣮ݱʯ͕ Ґஔ͚ͮΒΕ͓ͯΓɺ·
ͨɺࠃͷʮ෺ྲྀͷదਖ਼Խɾੜ͚ͨ޲ʹ্޲ੑ࢈ΨΠυϥΠϯʯ
Ͱ΋ɺʮߴ଎ಓ࿏ͷੵۃతͳར༻ʯ͕ τϥοΫӡૹऀۀࣄͷ
औΓ૊Ή΂͖߲ࣄͱ͞ Ε͓ͯΓ·͢ɻ
ɹͦ͜Ͱɺ྘φϯόʔτϥοΫͷߴ଎ಓ࿏ྉۚʹ͍ͭͯ͸ɺ෺
ྲྀ͕౎ຽੜ׆΍ࡁܦΛ͑ࢧΔॏཁͳࣾձΠϯϑϥͰ͋Δ ͱ͜
Λྀ͠ߟɺट౎ߴ଎ಓ࿏Λத৺ͱ͠ ͯɺனؒͷ׆༻Λࢹ໺ʹ
ೖΕͨྉۚਫ४ͷൈຊతͳݟ௚͠Λ͍ߦɺߦݱྉۚͷׂҾ
ͱͳΔ৽ͨͳ੍౓Λ૑ઃ͠ߴɺ ଎ಓ࿏ͷར༻ଅਐΛਤͬͯ ͍
͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄྉׂۚҾ੍౓ͷ֦ॆ
ɹ྘φϯόʔτϥοΫʹର͢Δ৽ͨͳׂҾ੍౓͕Ͱ Δ͖·Ͱͷ
ؒɺྩ ࿨̔೥݄̏຤ͱ͞ Ε͍ͯΔ֦ॆાஔͷݶظΛԆ௕͢Δͱ
ͱ΋ʹɺߦݱͷྉׂۚҾ੍౓ͷॆ࣮Λਤͬͯ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹಛʹɺ̚ ̩̘ίʔϙϨʔτΧʔυར༻ऀۀࣄͷେޱɾଟස
౓ׂҾʹ͍ͭͯ͸ɺ࣮ ׂ࣭Ҿ཰ͷ࠷େׂ͕̑ʹୡͯ͠ ͍ͳ͍
ྀͯ͠ߟঢ়Λݱ ɺं ྆୯ҐׂҾΛҰఆֹҎ্ར༻ͨ͠৔߹
ʹׂ࣮࣭Ҿ཰͕࠷େׂ̑ʹͳΔΑ͏ ௚ͯ͠ݟ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹ·ͨɺେޱɾଟස౓ׂҾʹ͓͚Δܖ໿୯ҐׂҾͷద༻ʹ
౰ͨͬͯ ͸ɺ݄ ؒར༻ֹͷ৚݅Λຬͨͣ͞ʹׂҾ͕ద༻͞Ε
ͳ͍৔߹͕͋Δ ͱ͔͜ΒɺͰ͖Δ͚ͩଟ ͷ͘τϥοΫӡૹۀࣄ
ऀׂ͕ҾͷޮՌΛڗडͰ͖ΔΑ͏ ɺܖ໿୯ҐׂҾͷద༻৚
݅Λஈ֊తʹ؇࿨ͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹ͞Βʹɺट౎ߴ଎ಓ࿏ͷׂҾ੍౓ʹ͍ͭͯ͸ɺ̣ ̭̘̤̚
̏ࣾͱಉҰͷҰ؏ׂͨ͠Ҿ੍౓ͱ͠ ɺར༻͠΍͍͢ߴ଎ಓ࿏
ωοτϫʔΫΛ࣮ͯ͠ݱ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶅλʔϛφϧνϟʔδͷ੔ཧ
ɹࡏݱɺट౎ߴ଎ಓ࿏͔Β̣̭̘̤̚ͷಓ࿏ʹଓ͚ͯ௨͢ߦ
Δ৔߹ͳͲɺಓ࿏ձࣾΛ·͙ͨ ࿈ଓར༻ͷࡍʹɺಓ࿏ձࣾ͝
ͱʹλʔϛφϧνϟʔδͱ͠ ͯ���ԁ͕෇Ճ͞Ε͓ͯΓ·͢ɻ
ट౎ߴݍ଎ಓ࿏ར༻ͷγʔϜϨεԽͷ؍఺͔Βɺෳ਺ճൃ
ੜ͢Δλʔϛφϧνϟʔδͷൃੜճ਺Λ̍ճʹͯ͠ݮ࡟ ͍ͨ
͖͍ͩͨɻ
６　燃料価格高騰への支援
ɹྩ࿨̎೥ʹ͕ࠃఆΊͨඪ४తͳӡ௞ͷԼʹɺτϥοΫӡૹ
౔ަ௨লͷτϥοࠃਐΊΒΕɺಛʹɺ͕ࡦӦվળରܦքͷۀ
Ϋɾ෺ྲྀ̜ϝϯͷ׆ಈ͓Αͼެਖ਼औҾҕһձͷ ·͟͞·ͳ௨
஌ͳͲʹΑΓɺ̔ ओͳͲͷؒͰɺӡ௞ަব͕Α͏ ΍͘ ਐΊΒΕ
ͭͭ͋Γ·͢ɻ͠ ͔͠ɺ͢ ͙ʹ͸ͦͷޮՌ͕දΕ͓ͯΓ·ͤΜɻ
ɹҰํɺґવͱ͠ ͯॾ෺Ձͷ্ঢ͕ଓ͍͍ͯΔͱͱ΋ʹɺԁ
҆ʹ൐͏ΤωϧΪʔίετͷ্ঢͷ੎͍͸ਰ͑Λ͓ͯͤݟΓ
·ͤΜɻͱΓΘ͚ɺզʑτϥοΫӡૹऀۀࣄʹͱͬͯɺ೩ྉՁ
֨ͷ্ঢʹಷԽ͕͍ͯ͑ݟΔͱ͸͍͑ɺґવͱ͠ ೩ྉ͍ߴͯ
Ձ͕֨ܦӦʹେ͖ͳӨڹΛ༩͓͑ͯΓ·͢ɻ
ɹ͜ͷͨΊɺτϥοΫӡૹۀࣄͷܧଓͷͨΊɺࠃͳͲͷঢ়گΛ
Ճຯͭͭ͠ɺҾ͖ଓ͖ɺԿΒ͔ͷ೩ྉࢧԉରࡦΛ࣮ͯ͠ࢪ ͍
͖͍ͨͩͨɻ
７　環境に関する取組みへの支援
ɹᶃθϩΤϛογϣϯɾϏʔΫϧʢ̯̚ ̫ʣτϥοΫͷීٴଅ
ਐ 重点要望
ɹࡏݱɺ౦ژ౎Ͱ͸ɺ೩ྉి஑ʢ̛̘ ̫ʣτϥοΫ΍ిؾʢ̫̚ʣ

τϥοΫͳͲͷ̯̚ τ̫ϥοΫͷಋೖʹ౰ͨΓɺं ྆ௐୡܦඅ
ͳΒͼʹॆిઃඋͷઃஔ͓Αͼ೩ྉඅʹ͍ͭͯɺτϥοΫӡ
ૹ͚޲ऀۀࣄͷॿ੒੍౓Λઃ͚ɺී ଅਐΛਤ͍ͬͯͨͩٴ
͍͍ͯΔͱ͜ ΖͰ͋Γ·͢ɻ
ɹ౰ڠձ͸ɺಛʹɺ̛ ̘ τ̫ϥοΫͳͲͷීٴʹ஫໨ͯ͠ ͍Δͱ
͜ΖͰ͋Γɺࡢ೥౓ɺ౦ژ౎͕࣮ͯ͠ࢪ ͍Δ̛ ̘ τ̫ϥοΫͷ
ಋೖࢧԉۀࣄΛ௨ͯ͡ɺॳΊͯࢧԉͯ͠ ͍͖ͨͩ·͠ ͨɻ͠
͔͠ͳ͕Βɺं ྆ಋೖܦඅ΍೩ྉඅͷ࣮࣭ෛ୲͕σΟʔθ
ϧτϥοΫͱൺ΂ͯஶ͘͠ Ͱ͋Δߴׂ ͱ͜ʹՃ͑ɺਫૉεςʔ
γϣϯͳͲͷॴࡏ஍΍ར༻࣌ؒͷ੍໿ͳͲʹΑΓɺதখτϥο
Ϋӡૹऀۀࣄʹ͓͍ͯ͸ɺ̛ ̘ τ̫ϥοΫͷಋೖ͕ਐ·ͳ͍
ঢ়گʹ͋Γ·͢ɻ
ɹ͍ͭͯ͸ɺิ ॿର৅ͱͳΔܦඅͷൣғ΍ิॿ୯Ձɾ্ݶ
ֹΛ Β͞ʹݟ௚ͯ͠ ͍͖ͨͩɺதখτϥοΫӡૹ̛̘͕ऀۀࣄ
τ̫ϥοΫͳͲΛಋೖ͠΍͢ ͳ͘ΔΑ͏ ʹ͓औΓܭΒ͍͍ͨئ
͍ɻ
ɹ·ͨɺ౎಺ʹภΓͳ͘ެڞ༻ͷਫૉεςʔγϣϯɺి ͷؾ
ॆిઃඋΛ૿ઃ͢Δ͜ ͱ͸ɺ̯ ̚ τ̫ϥοΫಋೖʹෆՄܽͰ͋
Γɺซͤͯɺར༻࣌ؒͷ֦େ΋ਪਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄ౦ژ౎՟෺༌ૹධՁ੍౓ͷ֦ॆ
ɹ౦ژ౎͸ɺ̘ ̤̎ഉग़ݮ࡟Λࢧԉ͢Δ࢓૊Έͱ͠ ͯɺΤίυ
ϥΠϒͳͲͷ೔ৗతͳ౒ྗΛ࣮૸ߦ೩අͰධՁ͢Δ՟෺༌
ૹධՁ੍౓Λฏ੒��೥౓͔Β࣮ͯ͠ࢪ ͓Γ·͢ɻશࠃతʹ
͸ɺըظతʹ౎͕ਐΊ͍ͯΔڥ؀ରࡦͱ͠ ධՁΛಘ͍ͯߴͯ
͓Γ·͢ɻ
ɹ౦ژ౎՟෺༌ૹධՁ੍౓͸ɺ౰ڠձͷۀࣄͰ΋͋Δά
ϦʔϯɾΤίϓϩδΣΫτͳͲͷڥ؀ʹ഑ྀͨ͠औ૊ΈΛڧ
ԡ͢͠ޙ͘ Δ΋ͷͰ͋Γɺདྷ೥౓Ҏ߱΋Ҿ͖ଓ͖࣮ͯ͠ࢪ ͍ͨ
͖͍ͩͨɻ
ɹ·ͨɺ౦ژ౎՟෺༌ૹධՁ੍౓ͷධՁऔಘଅਐʹ͚޲ɺ
ධՁऔಘऀۀࣄʹର͢Δॿ੒΍ՙओऀۀࣄͳͲ΁ͷൃܒΛ
ߦ ͱ͏ͱ΋ʹɺධՁऔಘͷϝϦοτΛڧԽ͢ΔͨΊɺڥ؀ʹର
͢ΔΠϯηϯςΟϒ͚ͩͰͳ ɺ͘՟෺ࣗಈंӡૹ҆ۀࣄશੑ
ධՁۀࣄʢ̜ϚʔΫ੍౓ʣ΍̞ ͳͲͷ֤छ੍౓ͱͷ֨ن̨̤
࿈ܞͳͲɺ͞ ΒͳΔΠϯηϯςΟϒͷൣғΛ֦ॆͯ͠ ͍͖ͨͩ
͍ͨɻ
８　道路整備の促進
ɹτϥοΫӡૹऀۀࣄʹͱͬͯɺौ଺ʹΑΔӡૹ࣌ؒͷ௕࣌
ؒԽ͸େ͖ͳ՝୊Ͱ͋Γ·͢ɻಛʹߴɺ ଎ಓ࿏ʹ͓͚Δ௕࣌
ؒͷौ଺͸ɺτϥοΫӡૹऀۀࣄʹͱͬͯ͸ɺܦӦ্ʹ΋ӡ
Ӧ্ʹ΋׆ࢮ໰୊ʹͭͳ͕Γ·͢ɻ
ɹͦ͜Ͱɺ
ɹᶃट౎؀ࡾݍঢ়ಓ࿏ͷ੔උଅਐ�
ɹ౎಺ͷߴ଎ಓ࿏ͷԁ׈ͳར༻΍౎৺؀ঢ়ઢͷौ଺ղফ
ΛਤΔͨΊʹ͸ɺ֎؀ಓΛ͸͡Ίट౎؀ࡾݍঢ়ಓ࿏ͷશઢ
։௨͸ɺඞཁෆՄܽͳରࡦͷҰͭͰ͋Γɺૣ ͚޲ʹ։௨ظ
੔උΛଅਐ͢ΔΑ͏ ɺద੾ʹରԠͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄ҆શ҆৺ͳಓ࿏੔උܭըͷਪਐ
ɹ҆શରࡦ΍ಓ࿏ͷ༗ޮ׆༻ΛਤΔͨΊʹ͸ɺτϥοΫ༌ૹ
ͳͲͷ෺ྲྀʹରԠͨ͠ಓ࿏੔උܭըΛਪਐͯ͠ ͍͘͜ ͱ͕ॏ
ཁͰ͋Γ·͢ɻ༌ૹޮ཰ԽʹରԠ͠ τͨϥοΫͷେܕԽʹ͸ɺ
ಓ࿏Πϯϑϥͷ֨نߴԽͳͲʹΑΔ੔උɾ֦෯͕ඞཁͱͳΔ
ͱ͔͜Βɺܭըஈ֊ʹ͓͍ͯ૝ఆͨ͠ಓ࿏੔උΛਐΊ͍ͯͨ
͖͍ͩͨɻ
ɹ·ͨɺ਒ࡂͳͲ֐ࡂରࡦͱ͠ ͯ΋ಓ࿏੔උ͸༗ޮͰ͋Δ͜
ͱ͔Βɺ࣌֐ࡂʹਗ਼૟ंɺ୐഑τϥοΫͳͲ͕εϜʔζʹۀ࡞
Λ͑ߦΔΑ͏ ɺॅ ୐஍ͳͲͷڱ࿏Λܭըతʹ֦෯͢Δͱͱ΋
ʹɺ౎৺෦Λத৺ʹՙ͞͹͖εϖʔεͷซઃΛਐΊ͍ͯͨͩ
͖͍ͨɻ
９　駐車規制の緩和
ɹᶃແঈఏ͞ڙΕΔ՟෺ंறंεϖʔεͷ֦ॆ
ɹ౦ژ౎Ͱ͸ɺʮ౦ژ෺ྲྀϏζʯͷதͰɺ෺ྲྀޮ཰Խͷϓϩ
δΣΫτΛల։͠ɺ͜ ͷऔ૊ΈͷҰ؀ͱ͠ ͯɺओʹ౎಺֎ԑ෦
ʹՙ͞͹͖Λ໨తͱ͠ ͨɺ՟෺ंறंεϖʔεͷແঈఏڙΛ
͠·೥݄͔̓Β։࢝͠ࡢ ͨɻ
ɹҰํɺ౎৺෦ʹ͓͍ͯ͸ɺ࿏্றंं྆ʹΑΓू഑ۀ຿
Εɺ̔͞֐્͕ ͞͹͖εϖʔεͳͲͷறं৔ॴ͕ґવͱ͠ ͯ
ෆ଍ͯ͠ ͍Δঢ়گʹ͋Γ·͢ɻͦ͜Ͱɺ౎৺෦Λத৺ʹແঈ
ఏڙͷ՟෺ंறंεϖʔεΛ֦ॆͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹᶄறं੍نͷݟ௚͠
ɹ՟෺ू഑தͷं྆ʹ܎Δறं੍نͷݟ௚͠ʹ͍ͭͯ͸ɺ
ฏ੒��೥݄̎ͷ࡯ܯிͷ௨ୡޙɺ౰ڠձ͔Βͷཁ๬ͳͲʹ
ΑΓݟ௚͕͠ߦΘΕ·͕ͨ͠ɺಛʹɺ౎৺෦ʹ͓͚Δݟ௚͠
͕े෼ͱ͸͑ݴͳ͍ঢ়گʹ͋Γ·͢ɻҰࡢ೥Ҏ߱ɺ࡯ܯி͸ɺ
றं੍نͷݟ௚͠ʹܧ͚ͨ޲ଓతͳऔ૊Έͷਪਐʹ͍ͭͯɺ
௨ୡΛൃग़ͯ͠ ͍·͢ɻ
ɹ͖ͭ·͠ ͯ͸ɺ͜ ͷ௨ୡΛ౿·͑ɺԁ׈ʹू഑ۀ຿Λߦ Δ͑
Α͏ ʹɺਅʹඞཁͳ৔ॴʹ͓͚Δறं੍نͷݟ௚͠ΛɺҾ͖
ଓ͖ྗڧʹਪਐͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻͦͷࡍʹ͸ɺறंڐՄਃ
੥ͳͲͷؔ܎खଓʹ͍ͭͯɺτϥοΫӡૹऀۀࣄʹΑΔԁ׈
ͳରԠ͕ՄೳͱͳΔΑ͏ ӡ༻ͯ͠ ͍͖͍ͨͩͨɻ
ɹͳ͓ɺ౎৺෦Ͱ͸ɺࣗ సं΍ిಈΩοΫϘʔυͷंಓ૸ߦ
Εɺू͞ڈΔରԠʹ൐͍ɺύʔΩϯάϝʔλʔ͕ఫ܎ʹ ഑ۀ
຿ʹࢧো͕ੜ͔͡Ͷͳ͍ͯ͠ݟࢄ͕ྫࣄ ͓Γ·͢ɻͭ ͍ͯ͸ɺ
Ҿ͖ଓ͖ɺύʔΩϯάϝʔλʔͷઃஔՕॴͷҡ֦࣋ॆʹ͍ͭ
ͯಛஈͷ͝഑ྀΛ͠ ͍͖͍ͯͨͩͨɻ

౦ژ౎΁ͷಛผཁ๬ 東ト協
８年度
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߯
材
༌
送
に
お
い
て
は
、

日
本
మ
߯
連
（ໍ
మ
連
）が

２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応

を
ૣ
く
か
ら
検
౼
す
る
な

ど
、
ՙ
ओ
の
ཧ
ղ
が
得
ら
れ

や
す
い
ঢ়
گ
に
あ
る
。
ඪ
४

的
運
賃
の
ަ
ব
も
మ
連
か
ら

จ
書
が
発
出
さ
れ
る
な
ど
に

よ
り
、
他
の
業
ଶ
よ
り
も
ڠ

力
的
で
は
な
い
か
と
思
う
。

人
手
不
଍
、
燃
料
や
ं
྆

部
会
һ
の
ඪ
४
的
運
賃
の

ಧ
出
は
１
０
０
％
だ
が
、
運

賃
ަ
ব
よ
り
も
、
ՙ
໾
作
業

や
ՙ
଴
ち
の
ܰ
減
を
༏
ઌ
し

て
ަ
ব
し
て
い
る
事
業
ऀ
が

い
る
。こ
の
よ
う
な
ަ
ব
は
、

他
の
食
ྐ
ઐ
໳
部
会
ҕ
һ
会

で
も
同
様
に
み
ら
れ
、
農
ྛ

水
産
ল
が
物
流
改
ֵ
を
ਐ
め

て
い
る
中
、
ண
ՙ
ओ
で
の
଴

ち
時
間
や
೉
ՙ
໾
の
問
題
に

ҕ
һ
会
ϝ
ン
バ
ー
の
ڞ

通
ೝ
識
と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ

ー
不
଍
が
深
ࠁ
で
あ
り
、
各

社
と
も
࠾
用
に
ۤ
労
し
て
い

る
。
ฐ
社
で
は
、
年
５
日
の

年
次
༗
給
休
Ջ
の
確
࣮
な
取

得
の
ٛ
務
付
け
な
ど
、
࠾
用

環
境
の
改
ળ
に
向
け
た
取
り

組
み
に
よ
り
、
２
０
２
４
年

４
月
以
降
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

࠾
用
が
࣮
現
で
き
て
い
る
。

ݐ
設
業
ք
か
ら
の
仕
事
と

な
る
が
、
大
手
θ
ω
コ
ン
か

ら
地
場
の
事
業
ऀ
ま
で
あ

り
、
２
０
２
４
年
問
題
へ
の

対
応
に
は
֨
ࠩ
が
あ
る
。
大

手
θ
ω
コ
ン
で
は
、
労
働
時

間
ن
制
に
׬
全
に
対
応
し
て

い
る
一
方
で
、
中
ݎ
θ
ω
コ

ン
や
地
場
事
業
ऀ
で
は
、
଴

機
時
間
な
ど
を
含
ん
だ
夜
間

の
工
事
や
、
工
期
の
஗
れ
に

労
働
時
間
問
題
は
、
国
の

指
ಋ
も
あ
り
、
ϝ
ー
カ
ー
の

意
向
で
、
多
く
の
事
業
ऀ
が

対
応
で
き
て
い
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
運
賃
ަ
ব
に

つ
い
て
も
、
距
離
制
ト
ン
単

価
の
運
賃
体
系
を
ඪ
४
的
運

賃
に
引
き
直
す
こ
と
で
、
す

べ
て
を
収
受
で
き
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
運
賃
の
改

定
は
多
く
の
事
業
ऀ
が
࣮
現

当
ॳ
、
２
０
２
４
年
問
題

に
当
た
り
、
労
働
時
間
、
ド

ラ
イ
バ
ー
不
଍
の
問
題
を
心

഑
す
る
部
会
һ
が
多
か
っ
た

が
、
生
コ
ン
༌
送
で
は
、
運

ൖ
の
時
間
が
ݶ
ら
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
労
働
時
間
に

つ
い
て
大
き
な
Ө
ڹ
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
ϝ
ー
カ
ー

や
഑
送
ઌ
の
θ
ω
コ
ン
な
ど

の
ݐ
設
業
ք
で
も
、
働
き
方

物
価
高
の
象
௃
と
な
っ
て

い
る
食
料
品
関
連
の
஋
上
げ

が
続
い
て
い
る
が
、
ݪ
材
料

や
光
熱
費
の
高
騰
に
൐
う

も
の
で
、
大
幅
に
所
得
が
増

え
て
い
な
い
ঢ়
گ
で
は
ফ
費

が
৳
び
ず
、
஋
上
げ
の
度
に

運
賃
が
上
が
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
た
め
、
ඪ
४
的
運

賃
と
ま
で
は
い
か
な
い
が
、

運
賃
は
上
昇
し
て
い
る
。

を
ݒ
೦
し
て
い
る
。
ए
い
人

材
を
࠾
用
す
る
に
は
、大
型・

け
ん
引
໔
ڐ
の
取
得
支
ԉ

や
、
ෟ
帯
作
業
の
ܰ
減
な
ど

の
検
౼
が
必
要
と
な
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
大

幅
に
減
少
し
た
༌
送
ྔ
は
回

෮
し
て
き
た
が
、
国
内
の
మ

߯
ध
要
ࣗ
体
が
減
り
、
ݐ
設

業
ք
の
人
手
不
଍
も
あ
り
、

低
位
で
安
定
す
る
ঢ়
گ
に
あ

で
ղ
ܾ
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
ύ
レ
ッ
ト
の
ඪ
४
化
も

ਐ
ん
で
お
ら
ず
、
ೲ
品
ઌ
で

ύ
レ
ッ
ト
Է
し
を
す
る
た

め
、
手
ՙ
໾
で
ੵ
み
ସ
え
て

い
る
ঢ়
گ
だ
。

近
年
、
精
౶
ϝ
ー
カ
ー
の

再
編
が
ਐ
ん
で
い
る
が
、
ओ

に
生
産
部
໳
で
の
࿩
で
あ

り
、
物
流
の
՝
題
は
現
ঢ়
の

ま
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
よ

賃
ަ
ব
を
࣮
施
し
て
い
る
。

ՙ
ओ
ଆ
も
２
０
２
４
年
問
題

を
受
け
ࢭ
め
、
前
向
き
な
対

応
を
さ
れ
て
い
る
。
ύ
レ
ッ

ト
や
೉
ՙ
໾
の
問
題
に
つ
い

て
も
、
発
ՙ
ओ
が
ண
ՙ
ओ
に

対
し
て
働
き
か
け
て
い
る
ঢ়

گ
だ
。
２
０
２
４
年
問
題
を

契
機
と
し
て
、
ة
機
感
を
ڞ

༗
し
物
流
を
ܧ
続
さ
せ
る
た

め
、
ՙ
ओ
も
含
め
て
業
ք
全

ं
྆
価
֨
な
ど
の
高
騰
を
౿

ま
え
た
運
賃
と
な
る
よ
う
求

め
て
い
る
が
、
中
ݎ
θ
ω
コ

ン
な
ど
が
無
ཧ
な
入
ࡳ
で
受

஫
し
た
場
合
は
、
༌
送
に
お

い
て
も
厳
し
い
༧
算
と
な
る

こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
ダ
ン
プ
༌
送
業
ք

ಛ
༗
の
ന
ナ
ン
バ
ー
の
問
題

が
あ
る
。
྘
ナ
ン
バ
ー
の
ʓ

営
に
対
し
て
、
ʓ
ݐ
・
ʓ
ൢ

声
を
か
け
、
い
ず
れ
は
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
セ
ϝ
ン
ト

部
会
を
通
し
て
、
国
土
ަ
通

ল
や
経
ࡁ
産
業
ল
に
も
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

セ
ϝ
ン
ト
༌
送
に
お
け
る

՝
題
は
ڞ
通
で
あ
り
、
オ
ー

ダ
ー
が
電
࿩
や
Ｆ
Ａ
̭
に

よ
る
前
日
連
བྷ
が
多
く
、
品

種
に
よ
っ
て
出
ՙ
場
所
も
ҧ

い
、
制
໿
が
多
い
。
ೲ
品
ઌ

݁
す
る
。
都
内
で
は
、
ݐ
設

ध
要
の
増
加
に
൐
い
、
生
コ

ン
価
֨
も
上
昇
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
連
ಈ
し
て
ঃ
ʑ
に

運
賃
が
上
が
っ
て
い
る
傾
向

の
た
め
、
今
後
も
続
い
て
い

く
こ
と
に
期
଴
し
た
い
。

ま
た
、
ඪ
४
的
運
賃
の
設

定
は
大
型
ं
の
２
割
増
し
と

な
っ
て
い
る
が
、
ಛ
घ
性
の

高
い
生
コ
ン
༌
送
の
࣮
ଶ
を

め
に
、
事
業
ऀ
が
౒
力
し
て

い
か
Ͷ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、食
料
༌
送
を
ञ
類・

ҿ
料
か
ら
加
工
食
品
、
生
઱

食
品
に
ま
で
޿
げ
る
と
、
労

働
時
間
の
問
題
や
、
運
賃
の

問
題
な
ど
す
べ
て
を
ղ
ܾ
し

て
い
な
い
現
ঢ়
で
あ
る
た

め
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会

食
料
品
部
会
で
検
౼
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

価
֨
の
高
騰
な
ど
、
業
ք
で

ۤ
労
し
て
い
る
点
で
は
ม
わ

り
は
な
い
。
部
会
で
は
ド
ラ

イ
バ
ー
の
年
ྸ
な
ど
を
ܧ
続

し
て
調
ࠪ
し
て
い
る
が
、
平

均
年
ྸ
が
年
ʑ
１
ࡀ
ず
つ
上

が
っ
て
い
る
ঢ়
گ
で
、
߯
材

ੵ
ࡌ
後
に
は
シ
ー
ト
ֻ
け
な

ど
ة
ݥ
を
൐
う
ՙ
໾
作
業
が

必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
ま
ま
高
ྸ
化
が
ਐ
Ή
ঢ়
گ

つ
い
て
ै
来
か
ら
改
ળ
を
求

め
て
い
る
が
、
大
幅
な
改
ળ

は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー
৬

で
も
人
気
が
な
く
、
人
手
不

଍
に
ഥ
ं
を
か
け
て
い
る
。

運
賃
と
ՙ
໾
作
業
料
を
別
料

金
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

঎
श
׳
も
あ
り
、
そ
れ
だ
け

た
だ
、
バ
ル
ク
ं
で
の
25
ἅ

ₓ
の
ค
ା
༌
送
に
ै
事
す
る

ド
ラ
イ
バ
ー
な
ど
は
、
೉
ՙ

໾
が
前
提
で
あ
り
、
࠾
用
が

厳
し
い
ঢ়
گ
に
あ
る
。

小
ഴ
ค
の
੡
ค
ϝ
ー
カ

ー
４
社
が
大
部
分
の
シ
ェ

ア
を
઎
め
て
い
る
た
め
、
ՙ

ओ
が
ݶ
定
的
で
、
各
事
業
ऀ

は
、
ඪ
४
的
運
賃
の
ಧ
出
を

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ՙ
ओ
と
運

付
き
合
う
ܗ
で
長
時
間
労
働

と
な
る
現
場
も
あ
る
。
国
の

取
り
組
み
と
し
て
、
ト
ラ
ッ

ク
・
物
流
̜
ϝ
ン
に
よ
る
ੋ

正
指
ಋ
や
通
報
૭
口
の
設
置

を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で

ղ
ܾ
で
き
る
ঢ়
گ
に
は
な
っ

て
い
な
い
。

運
賃
ަ
ব
で
は
、
大
手
θ

ω
コ
ン
に
対
し
て
見
ੵ
書
を

提
出
し
、人
件
費
・
燃
料
費
・

で
き
て
い
る
。

セ
ϝ
ン
ト
༌
送
で
は
、
ϝ

ー
カ
ー
を
中
心
と
し
た
ά
ル

ー
プ
に
よ
る
ॎ
割
り
の
物
流

体
制
が
取
ら
れ
て
お
り
、
生

産
性
を
上
げ
る
た
め
に
、
ڞ

同
化
に
向
け
た
ಈ
き
を
本
֨

化
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

ま
ず
は
、
̬
̜
で
検
౼
を

ਐ
め
、
ϝ
ー
カ
ー
や
物
流
ࢠ

会
社
、
θ
ω
コ
ン
な
ど
に
も

改
ֵ
へ
の
対
応
を
ਐ
め
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
出
ՙ
か
ら

ೲ
品
ま
で
、
଴
機
時
間
を
含

め
た
労
働
時
間
を
コ
ン
ύ
ク

ト
に
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

生
コ
ン
༌
送
は
、
ՙ
ओ
に

１
日
チ
Ỿ
ー
タ
ー
と
い
う
ܗ

の
運
賃
体
系
で
あ
り
、
出
ՙ

か
ら
ೲ
品
ま
で
、
ど
れ
だ
け

ޮ
率
よ
く
運
送
で
き
る
か
が

ϝ
ー
カ
ー
の
ച
り
上
げ
に
直

こ
の
よ
う
な
中
で
、
ϝ
ー

カ
ー
も
ม
わ
り
つ
つ
あ
り
、

今
後
の
物
流
に
つ
い
て
常
に

問
題
提
ى
し
、
࿩
を
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
。
更
新
制

を
は
じ
め
、
法
改
正
に
よ
り

業
ք
の
ߏ
଄
が
ม
わ
り
༌
送

力
が
減
少
し
た
時
に
、
Ϟ
ϊ

を
運
べ
な
く
な
る
わ
け
に
は

い
か
ず
、
安
全
と
い
う
同
じ

土
ඨ
で
༌
送
を
し
て
い
く
た

る
。
現
ࡏ
、
༌
送
事
業
ऀ
に

は
生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら

れ
る
厳
し
い
ঢ়
گ
が
続
い
て

い
る
。

ま
た
、
మ
連
で
は
ঢ়
گ
の

ଧ
ഁ
へ
向
け
、「
࣋
続
Մ
ೳ

な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
ߏ

ங
・
ޮ
率
化
の
た
め
の
߯
材

物
流
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
ࡦ

定
し
、
業
ք
全
体
で
連
ܞ
を

ਤ
っ
て
い
る
。

り
多
く
の
࿩
し
合
い
の
場
を

設
け
て
い
き
た
い
。

法
改
正
に
よ
り
、
業
ք
を

大
き
く
ม
え
よ
う
と
し
て
い

る
が
、
ं
྆
性
ೳ
と
Ս
装
減

ト
ン
の
問
題
、
運
స
໔
ڐ
制

度
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
法
ن

制
に
つ
い
て
も
、
ক
来
的
な

༌
送
ೳ
力
減
少
を
前
提
に
、

改
め
て
の
見
直
し
が
必
要
だ

と
思
う
。

体
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
し

て
い
こ
う
と
す
る
ง
ғ
気

は
、
զ
ʑ
に
と
っ
て
も
大
き

な
ྭ
み
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
༌
送
の
本
࣭
は

運
Ϳ
こ
と
で
あ
り
、
ՙ
ओ
の

ن
໛
で
は
な
く
、「
運
賃
と

料
金
は
別
」
と
い
う
ݪ
ཧ
ݪ

ଇ
に
基
づ
い
て
ަ
ব
を
ਐ
め

て
い
く
べ
き
だ
ろ
う
。

な
ど
が
ೝ
め
ら
れ
て
お
り
、

関
東
ݍ
で
は
そ
の
比
率
が
他

の
ݍ
域
と
比
較
し
て
高
い
こ

と
が
ಛ
௃
。
現
ঢ়
に
お
い
て

は
、
ࣗ
࣏
体
か
ら
の
発
஫
で

は
、
྘
ナ
ン
バ
ー
に
対
し
て

༏
ઌ
的
に
仕
事
が
発
஫
さ
れ

る
が
、
࣮
際
に
྘
ナ
ン
バ
ー

だ
け
で
す
べ
て
の
仕
事
を
こ

な
す
こ
と
は
で
き
な
い
ঢ়
گ

に
あ
り
ڞ、
ଘ
関
܎
に
あ
る
。

で
大
型
の
ಛ
घ
ं
྆
の
଴

機
・
ற
ं
ス
ペ
ー
ス
が
確
อ

さ
れ
て
い
な
い
現
場
も
多

く
、
ॅ
民
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

が
د
せ
ら
れ
る
た
め
、
対
応

を
検
౼
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
重
要
物
流
道
࿏
で

は
ւ
上
コ
ン
テ
ナ
の
制
ݶ
஋

を
引
き
上
げ
て
い
る
が
、
ޮ

率
化
を
ਤ
る
た
め
、
対
象
ൣ

ғ
の
֦
大
を
要
望
し
た
い
。

൓
ө
し
て
い
る
の
で
、
少
し

ず
つ
近
づ
け
て
い
き
た
い
。

業
ք
全
体
で
ド
ラ
イ
バ
ー

不
଍
が
深
ࠁ
化
し
て
い
る

が
、
生
コ
ン
༌
送
で
は
഑
送

ઌ
の
θ
ω
コ
ン
の
現
場
が
土

日
休
業
と
な
る
た
め
、
業
ք

で
も
௝
し
い
土
日
を
休
日
と

し
て
い
る
点
を
、
ಛ
に
他
業

種
か
ら
の
ए
い
求
৬
ऀ
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

ド
ラ
イ
バ
ー
不
଍
は
、
さ

ら
に
深
ࠁ
と
な
る
こ
と
が
໌

ന
で
あ
り
、
事
業
ऀ
が
଴
۰

を
改
ળ
す
る
だ
け
で
な
く
、

業
ք
全
体
の
ߏ
଄
や
法
ن
制

を
検
౼
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
現
ࡏ
ਐ
め
ら
れ
て
い
る

外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の
࠾
用

だ
け
で
な
く
、
ࣗ
ಈ
・
遠
ִ

点
呼
な
ど
̞
̩
の
活
用
は
必

ਢ
と
な
る
。
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続・『
２
０
２
４
年
問
題
』～
迫
る“
物
流
危
機
”
ಛ
ผ
ฤ

専門部会長に

インタビュー

物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
は
終
了
し
た
わ
け
で
は
な
く
、２

０
３
０
年
に
向
け
た
取
り
組
み
が
現

在
も
続
い
て
い
る
状
況
だ
。
こ
の
よ

う
な
中
で
、改
正
物
流
法
や
改
正
下

請
法
な
ど
の
法
改
正
に
よ
り
、業
界

全
体
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
労
働
時
間
へ
の
対
応
が
進
む
一

方
で
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
一
層
深

刻
さ
を
増
し
、燃
料
高
騰
の
問
題
な

ど
、標
準
的
運
賃・料
金
の
収
受
を
前

提
と
し
た
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会

の
各
専
門
部
会
長（
委
員
長
）に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、各
部
会
に
お
け
る

最
新
の
取
り
組
み
や
今
後
の
対
応
、

新
た
な
課
題
な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
。

ܞ༌ૹޮ཰Խ΁మ࿈ͱ࿈ࡐ߯
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２
０
２
４
年
問
題
へ
の
対

応
に
お
い
て
、
部
会
で
要
望

し
て
い
た
労
働
時
間
の
短
縮

の
た
め
に
不
Մ
ܽ
と
な
る
、

ಛ
घ
ं
྆
通
行
制
度
に
お
け

る
通
行
時
間
帯
৚
件
の
؇
和

が
ࢼ
行
的
に
運
用
さ
れ
、
対

象
時
間
が
20
時
か
ら
ཌ
ே
７

時
ま
で
֦
大
さ
れ
た
。
こ
れ

ま
で
も
業
ք
か
ら
؇
和
の
要

望
を
出
し
て
き
た
が
、
い
ま

労
働
時
間
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
໾
所
の
業
務
が
平
日

の
ܾ
め
ら
れ
た
時
間
で
あ
る

た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
事
業
ऀ

で
対
応
で
き
て
い
る
が
、
ド

ラ
イ
バ
ー
不
଍
は
他
業
ଶ
と

同
様
に
深
ࠁ
だ
。
ಛ
に
、
運

賃
上
昇
が
೉
し
い
ঢ়
گ
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
賃
上
げ
も
か
な
わ
ず
、
大

ม
厳
し
い
現
ঢ়
が
続
い
て
い

ࢴ
・
ύ
ル
プ
物
流
に
お
い

て
、
２
０
２
４
年
問
題
以
前

か
ら
国
の
指
ಋ
に
よ
り
、
ՙ

଴
ち
時
間
の
短
縮
を
含
Ή
঎

׳
श
の
見
直
し
が
検
౼
さ

れ
、
一
部
の
取
引
ઌ
に
つ
い

て
は
改
ળ
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
業
ք
全
体
と
し
て
は
大

き
な
ม
化
は
生
じ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
、
ࢴ
の
঎
流
が
ෳ

ࡶ
多
ذ
に
わ
た
る
こ
と
、
元

取
次
大
手
の
日
本
出
൛
ൢ

ച（
日
ൢ
）が
、今
年
２
月
຤

日
で
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア（
̘
̫
̨
）へ
の
ࡶ
ࢽ
഑

送
業
務
か
ら
ఫ
ୀ
す
る
と
発

表
。
こ
れ
ま
で
日
ൢ
が
୲
当

し
て
い
た
̘
̫
̨
഑
送
は
取

次
大
手
の
ト
ー
ハ
ン
が
引
き

ܧ
ぎ
、
大
き
な
స
機
と
な
っ

た
。
എ
ܠ
に
は
、
電
ࢠ
書
੶

の
普
ٴ
に
よ
る
ࢴ
ഔ
体
の
ച

２
０
２
４
年
問
題
に
つ
い

て
ৼ
り
返
る
と
、
昨
य़
か
ら

今
年
に
か
け
て
全
体
の
༌
送

ྔ
が
そ
れ
ほ
ど
増
え
ず
、
Ή

し
ろ
減
少
し
た
こ
と
で
、
多

く
の
՝
題
が
ク
リ
ア
で
き

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
不
଍
は
ຫ

性
的
で
こ
れ
か
ら
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
の
で
、
各
社
と
も

ָ
؍
ࢹ
は
し
て
い
な
い
が
、

༌
送
ྔ
が
大
き
く
৳
び
な
い

２
０
２
４
年
問
題
に
よ
る

労
働
時
間
短
縮
の
流
れ
の
中

で
、
ՙ
ओ
も「
ՙ
物
が
運
べ

な
く
な
る
の
は
ࠔ
る
」
と
い

う
意
識
を
࣋
つ
よ
う
に
な

り
、ཧ
ղ
が
޿
が
っ
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
ϝ
ン
が

目
を
光
ら
せ
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
૔
ݿ
な
ど
で
の
ՙ
଴

ち
時
間
は
改
ળ
傾
向
に
あ
る
。

し
か
し
、
ւ
上
コ
ン
テ
ナ

２
０
２
４
年
問
題
を
ৼ
り

返
る
と
、
こ
れ
ほ
ど
運
送
事

業
ऀ
の
声
が
ՙ
ओ
に
ಧ
く
環

境
と
な
っ
た
の
は
、
ॳ
め
て

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
業
ք

の
地
位
が
上
が
っ
た
と
い
う

よ
り
も
、
ՙ
ओ
が「
Ϟ
ϊ
を

運
べ
な
く
な
る
こ
と
」
を
ڪ

れ
始
め
た
と
い
う
の
が
࣮
情

だ
ろ
う
。

令
和
の
ถ
૽
ಈ
で
は
、
備

ا
業
の
引
ӽ
の
運
賃
・
料

金
は
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、

一
ൠ
ফ
費
ऀ
の
引
ӽ
は
、
物

価
高
騰
を
എ
ܠ
に
厳
し
い
ঢ়

گ
が
続
い
て
お
り
、
市
場
で

は
相
場
を
ҳ
୤
し
た
料
金
が

ࢄ
見
さ
れ
て
い
る
。

労
働
時
間
の
ن
制
に
よ

り
、
長
距
離
༌
送
な
ど
は
ै

来
通
り
に
૸
る
こ
と
が
೉
し

く
な
っ
た
が
、
２
人
体
制
や

い
る
が
、
ࢼ
行
デ
ー
タ
の
੔

ཧ
や
؇
和
に
向
け
た
ಈ
き
が

஗
く
、
よ
り
ス
ピ
ー
ド
感
の

あ
る
対
応
が
ほ
し
い
と
こ
ろ

だ
。重

ྔ
物
༌
送
で
は
、
通
行

時
間
帯
৚
件
に
よ
り
夜
間
の

み
の
運
స
と
な
る
た
め
、
ए

く
新
し
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の
確

อ
が
೉
し
く
、
平
均
年
ྸ
が

上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、
ド

མ
ࡳ
に
不
ར
に
な
る
た
め
ر

望
通
り
と
は
な
ら
な
い
ほ

か
、
契
໿
途
中
で
の
ม
更
も

ೝ
め
ら
れ
な
い
な
ど
、
࣮
࣭

的
に
ަ
ব
の
༨
地
が
な
い
の

が
現
ঢ়
だ
。

ま
た
、
適
正
ݪ
価
に
つ
い

て
は
、
۩
体
的
な
基
४
が
ࣔ

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
分
か
ら
な
い

部
分
が
多
く
、
適
正
ݪ
価
を

ま
た
、
ඪ
४
的
運
賃
は
ほ

と
ん
ど
の
部
会
һ
が
ಧ
出
を

し
て
い
る
が
、
࣮
ଶ
は
ト
ン

Ω
ϩ
法
に
基
づ
く
出
来
高
制

の
運
賃
体
系
に
よ
っ
て
取
引

さ
れ
て
お
り
、
ಛ
に
小
口
഑

送
に
お
い
て
は
、
ඪ
४
的
運

賃
と
の
か
い
離
が
大
き
い
。

今
後
も
安
定
し
た
༌
送
力

を
確
อ
し
続
け
る
た
め
に

は
、
ண
ՙ
ओ
の
意
識
改
ֵ
、

ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
の
成

ཱ
に
よ
り
今
後
も
上
昇
が
見

ࠐ
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
出
൛

社
に
対
し
、
単
価
の
見
直
し

を
求
め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
ै
ྔ
運
賃

は
、
̘
̫
̨
഑
送
全
ൠ
の
見

直
し
と
と
も
に
、
ݢ
ݐ
運
賃

に
ม
更
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り

１
ं
当
た
り
の
ച
り
上
げ
を

計
算
で
き
る
た
め
、
ै
来
よ

༂
で
き
る
が
、
上
位
໔
ڐ
の

取
得
が
制
໿
と
な
っ
て
い
る
。

ՙ
ओ
と
の
運
賃
ަ
ব
を
࣮

施
し
、
ඪ
४
的
運
賃
を
収
受

し
て
い
る
事
例
は
ඇ
常
に
少

な
い
と
思
う
。
ؼ
り
ՙ
の
な

い
タ
ン
ク
༌
送
で
は
、
ඪ
४

的
運
賃
の
ߟ
え
方
に
近
く
、

༌
送
品
に
よ
る
割
増
率
も
ࣔ

さ
れ
て
い
る
が
、
運
賃
は
高

額
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ
で

上
昇
が
໌
ら
か
に
な
っ
て
お

り
、
༌
送
ೳ
力
の
低
Լ
が
深

ࠁ
化
し
て
い
く
と
ߟ
え
ら
れ

る
。
ঁ
性
ド
ラ
イ
バ
ー
の
活

༂
も
期
଴
さ
れ
て
い
る
が
、

東
京
ߓ
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
や

प
ล
道
࿏
の
ࠞ
ࡶ
問
題
に
よ

り
、厳
し
い
ঢ়
گ
に
あ
る
。

こ
う
し
た
中
、
東
京
都
は

大
Ҫ
コ
ン
テ
ナ
ふ
಄
の
再
編

੔
備
に
ண
手
す
る
と
発
表
し

わ
な
け
れ
ば
ࠔ
る
」
と
い
う

ঢ়
گ
に
な
る
と
、
食
ྐ
ઐ
໳

部
会
の
他
の
業
ଶ
で
も
同
様

に
、
大
手
ՙ
ओ
に
な
る
ほ
ど

༌
送
事
業
ऀ
の
ғ
い
ࠐ
み
が

ܹ
し
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
た
め
の
料
金
も
ߟ
ྀ
さ

れ
、ཧ
ղ
が
深
ま
っ
て
き
た
。

஋
上
げ
ަ
ব
だ
け
で
な
く
、

運
送
事
業
ऀ
の
声
に
耳
を
傾

け
て
も
ら
え
る
時
代
に
な
っ

ま
た
、
ґ
વ
と
し
て
ド
ラ

イ
バ
ー
・
ॿ
手
と
も
に
、
ื

集
を
し
て
も
集
ま
り
に
く
い

ঢ়
گ
が
続
い
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
引
ӽ

料
金
と
ඪ
४
的
運
賃
に
つ
い

て
は
、
人
件
費
や
段
Ϙ
ー
ル

な
ど
の
資
材
価
֨
が
高
騰
し

て
お
り
、
運
賃
部
分
の
஋
上

げ
に
は
ࢸ
っ
て
い
な
い
。

ফ
費
ऀ
は
、
引
ӽ
料
金
全

だ
十
分
と
は
い
え
な
い
ঢ়
گ

だ
。「
物
流
ֵ
新
に
向
け
た

੓
ࡦ
ύ
ッ
ケ
ー
ジ
」
で
は
、

ಛ
घ
ं
྆
通
行
制
度
に
関
す

る
見
直
し
・
ར
ศ
性
の
向
上

と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
଍

の
ղ
ফ
や
働
き
方
改
ֵ
の
࣮

現
を
目
指
し
、
道
࿏
ߏ
଄
の

อ
全
と
ަ
通
安
全
の
確
อ
を

前
提
に
、
通
行
時
間
帯
৚
件

の
؇
和
な
ど
が
検
౼
さ
れ
て

る
。ඪ

४
的
運
賃
は
、
あ
く
ま

で
運
賃
の
ࢀ
ߟ
水
४
に
過
ぎ

ず
、
強
制
力
を
࣋
た
な
い
こ

と
か
ら
、
໾
所
発
஫
の
入
ࡳ

方
式
が
取
ら
れ
る
こ
の
業
ଶ

で
は
、
大
き
く
か
い
離
し
た

運
賃
で
の
入
ࡳ
が
常
ଶ
化
し

て
い
る
。
運
賃
の
஋
上
げ
分

を
入
ࡳ
金
額
に
൓
ө
さ
せ
る

こ
と
は
Մ
ೳ
で
は
あ
る
が
、

請
け
の
ҹ
࡮
会
社
が
Լ
請
け

や
ଙ
請
け
に
ҹ
࡮
を
ґ
པ
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
、
ՙ

ओ
に
対
し
運
送
会
社
の
ཱ
場

が
ऑ
い
こ
と
、
ண
ՙ
ओ
ଆ
に

お
い
て
も
対
ࡦ
を
ߨ
じ
る
た

め
に
は
、
ՙ
受
人
材
の
࠾
用

や
設
備
の
改
म
も
必
要
で
あ

り
、
高
額
な
費
用
が
か
か
る

こ
と
な
ど
か
ら
改
ળ
が
ਐ
ま

な
い
の
が
現
ঢ়
だ
。

上
げ
減
少
に
加
え
、
２
０
２

４
年
問
題
に
よ
る
物
流
費
の

高
騰
や
人
手
不
଍
が
Ө
ڹ
し

て
い
る
。

日
本
出
൛
取
次
ڠ
会
は
、

２
０
１
１
年
度
の
運
賃
単
価

を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
２

０
２
３
年
度
の
指
数
は
２
２

１
・
９
と
な
る
な
ど
、
業
ք

全
体
で
運
賃
が
高
ࢭ
ま
り
に

あ
る
現
ঢ়
を
指
ఠ
。さ
ら
に
、

ঢ়
گ
で
労
働
時
間
を
守
る
こ

と
が
で
き
、
ݒ
೦
し
て
い
た

物
流
ة
機
ま
で
に
は
ࢸ
ら
な

か
っ
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
労

働
時
間
だ
け
が
஫
目
さ
れ
が

ち
だ
が
、
運
行
؅
ཧ
ऀ
や
੔

備
؅
ཧ
ऀ
の
人
材
不
଍
、
労

務
؅
ཧ
も
深
ࠁ
な
問
題
だ
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
࠾
用
は
、
手

ՙ
໾
が
な
く
஫
入
作
業
が
中

心
と
な
る
た
め
、
ঁ
性
も
活

༌
送
で
は
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
の

ՙ
଴
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
な

け
れ
ば
労
働
時
間
の
࡟
減
を

࣮
現
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
ಛ
に
、
東
京
ߓ
で
の
ಛ

定
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
ґ
વ

と
し
て
ՙ
଴
ち
時
間
短
縮
が

ਐ
ん
で
い
な
い
。

さ
ら
に
、
部
会
で
࣮
施
し

て
い
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
関
す

る
調
ࠪ
で
は
、
平
均
年
ྸ
の

蓄
ถ
の
഑
送
ྔ
が
ٸ
増
し
、

通
常
の
２
ഒ
運
ん
で
ほ
し

い
と
い
う
発
஫
も
あ
り
、
ڠ

力
会
社
を
୳
す
の
に
ۤ
労
し

た
。
通
常
契
໿
の
運
賃
と
、

༭
ं
に
か
か
る
費
用
の
ࠩ
を

໌
ࣔ
し
、
今
後
の
༌
送
コ
ス

ト
に
つ
い
て
、
検
౼
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

ՙ
ओ
が「
と
に
か
く
運
ん

で
ほ
し
い
」「
運
ん
で
も
ら

フ
ェ
リ
ー
ར
用
で
対
応
は
Մ

ೳ
だ
。
ൟ
๩
期
に
お
け
る
引

ӽ
の
集
中
も
、
分
ࢄ
引
ӽ
の

呼
び
か
け
や
、
で
き
な
い
引

ӽ
は
அ
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
ਐ
み
、
以
前
と
比
較
し
て

ঢ়
گ
は
改
ળ
し
て
き
て
い

る
。
労
働
時
間
؅
ཧ
に
お
い

て
も
、
多
く
の
事
業
ऀ
で
上

ݶ
ن
制
に
対
応
で
き
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
運

行
؅
ཧ
ऀ
や
഑
ं
୲
当
ऀ
な

ど
の
労
働
時
間
も
՝
題
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
法
令
९

守
が
ࠔ
೉
に
な
る
ڪ
れ
が
あ

る
。な
お
、重
ྔ
物
༌
送
の
運

賃
は
、
ඪ
४
的
運
賃
の
設
計

と
は
異
な
る
が
、
ڠ
会
が
推

ਐ
し
て
い
る
ඪ
४
的
運
賃
の

ಧ
出
、
ՙ
ओ
と
の
運
賃
ަ
ব

の
必
要
性
は
ཧ
ղ
し
て
い
る
。

Լ
回
る
運
賃
で
の
入
ࡳ
が
常

ଶ
化
し
て
い
る
中
、
価
֨
ڝ

૪
と
法
令
と
の
੔
合
性
が
ど

の
よ
う
に
な
る
の
か
、
஫
ࢹ

が
必
要
だ
。
た
だ
、
໾
所
ଆ

は
最
低
金
額
が
定
め
ら
れ
た

と
し
て
も
、
そ
れ
以
Լ
の
金

額
を
求
め
る
傾
向
に
あ
り
、

国
に
よ
る
強
力
な
指
ಋ
が
な

け
れ
ば
、
現
ঢ়
は
改
ળ
し
な

い
だ
ろ
う
。

最
ऴ
的
に
は
改
ળ
に
か
か
る

費
用
を
受
け
入
れ
る
、
社
会

全
体
の
ཧ
ղ
力
と
׮
容
性
が

必
要
だ
と
思
う
。
そ
の
意
ຯ

で
、
今
年
６
月
４
日
に
成
ཱ

し
た
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
適
正

化
関
連
法
に
定
め
ら
れ
た

「
適
正
ݪ
価
の
ಋ
入
」
に
つ

い
て
、
改
ળ
の
き
っ
か
け
に

な
る
こ
と
を
期
଴
し
て
い
る
。

り
ച
り
上
げ
が
上
が
っ
て
い

る
。
全
体
の
収
支
は
改
ળ
し

始
め
て
い
る
が
、
人
件
費
や

燃
料
費
な
ど
の
高
騰
の
負
୲

は
大
き
く
、
今
後
さ
ら
な
る

ޮ
率
化
の
推
ਐ
が
؊
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
出
൛

社
・
取
次
・
ೲ
品
ઌ
の
出
൛

物
༌
送
へ
の
ೝ
識
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
、
部
会
の
՝
題

と
ߟ
え
て
い
る
。

も
、
ަ
ব
材
料
と
し
て
の
基

४
を
ࣔ
し
、
一
度
に
大
幅
な

஋
上
げ
を
す
る
こ
と
は
೉
し

い
た
め
、
数
年
か
け
て
段
階

的
に
上
げ
て
い
く
の
が
現
࣮

的
だ
。
今
後
、
新
し
い
法
改

正
に
൐
い
、
適
正
ݪ
価
が
ࣔ

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
最

低
運
賃
が
໌
確
に
な
る
こ
と

は
、
業
ք
に
と
っ
て
ѱ
い
こ

と
で
は
な
い
。

た
。
東
京
ߓ
の
ՙ
物
の
໿
６

割
が
集
中
す
る
大
Ҫ
ふ
಄
の

改
ળ
が
期
଴
さ
れ
る
。
東
京

ߓ
の
ࠞ
ࡶ
ղ
ফ
に
は
、
प
ล

道
࿏
の
੔
備
を
含
Ή
タ
ー
ミ

ナ
ル
全
体
の
Ω
Ỿ
ύ
シ
テ
ỹ

֦
大
が
不
Մ
ܽ
で
、
再
編
に

向
け
た
ڠ
議
に
部
会
が
ࢀ
ը

す
る
こ
と
で
、
問
題
ղ
ܾ
の

޷
機
と
期
଴
し
て
い
る
。

た
と
࣮
感
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
運
賃
の
஋
上

げ
が
ඪ
४
的
運
賃
に
は
ಧ
か

な
く
と
も
、
少
し
ず
つ
म
正

さ
れ
て
き
て
い
る
。一
方
で
、

労
働
力
不
଍
は
ґ
વ
と
し
て

厳
し
い
ঢ়
گ
で
、
ए
い
労
働

ऀ
は
೉
ՙ
໾
を
ڋ
み
、
ि
休

２
日
を
ر
望
す
る
な
ど
、
࠾

用
は
ਐ
ん
で
は
い
な
い
。

体
で
よ
り
安
い
事
業
ऀ
を
બ

୒
す
る
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
ඪ
४
的
運
賃
が
適
正
ݪ

価
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
ঢ়

گ
が
大
き
く
ม
わ
る
こ
と
は

期
଴
し
に
く
い
。
部
会
に
加

ໍ
す
る
引
ӽ
事
業
ऀ
で
あ
る

こ
と
や
、「
引
ӽ
安
心
マ
ー

ク
」
が
、
事
業
ऀ
બ
୒
の
必

ਢ
৚
件
と
な
る
よ
う
な
環
境

づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

ॏྔ඼ઐ໳෦ձ ౎ிɾ۠໾ॴ
ɹɹɹઐ໳෦ձ
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ɹɹɹઐ໳෦ձ

৯ྐઐ໳෦ձ
ɹɹɹถࠄҕһձ
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෦ձ௕ ෦ձ௕

෦ձ௕ ෦ձ௕

෦ձ௕

෦ձ௕
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෦ձ௕
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◎ 夜間は視認性が悪くなることから、道路状況によりハイビームを活用するなどして
安全確保を図ること。また、運行中は前方や周囲の状況への注意を怠らないこと。
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状 況

ࢸ
࿅
അ

ࢸ
࡫
໨
ڮ

板橋区四葉

概 要
②事業用大型貨物車が片側１車線の国道17号を笹目橋方向から練
馬方向に進行中、対向車線の①自家用軽乗用車が何らかの原因によ
りはみ出したことにより衝突し、さらに②事業用大型貨物車が①自家
用軽乗用車の後方を走っていた③自家用軽貨物車に衝突したもの。

Ӌ
ଜ
市
໾
所
ま
で
、
各

۝
都
県
市
か
ら
ۓ
ٸ
༌

送
さ
れ
、
集
ま
っ
た
ٹ
ԉ
物

資
を
༌
送
し
た
。

多
ຎ
޿
域
防
災
૔
ݿ
で

は
、
都
の
৬
һ
が
ύ
レ
ッ
ト

ੵ
み
さ
れ
た
段
Ϙ
ー
ル（
؆

қ
ト
イ
レ
・
ถ
ค
ク
ッ
Ω
ー

な
ど
）を
、
ハ
ン
ド
リ
フ
ト

を
使
い
ト
ラ
ッ
ク
に
ੵ
ࡌ
。

フ
Ỽ
ー
ク
リ
フ
ト
の
資
֨
を

อ
༗
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
、

૔
ݿ
に
഑
備
さ
れ
て
い
る
フ

Ỽ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ੵ
ࡌ
を
行

う
な
ど
、
現
場
の
൑
அ
で
ੵ

ࡌ
作
業
の
ޮ
率
化
を
ਤ
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

༌
送
ઌ
の
Ӌ
ଜ
市
໾
所
・

場
に
分
か
り
や
す
く「
伝
え

る
力
」）に
つ
い
て
、運
送
事

業
ऀ
に
お
け
る
事
例
な
ど
を

ަ
え
な
が
ら
ϫ
ー
ク
を
࣮
施

し
、
中
間
؅
ཧ
ऀ
૚
の
力
ྔ

強
化
を
支
ԉ

ợ
։
࠵
֓
ཁ
Ụ※
各
回
ڞ
通

˜
受
付
ử
午
後
12
時
半
か

ら
։
始

˜
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ỿ
ー
ル

ử
午
後
１
時
～
５
時
ま
で

˜
会
場
ử
す
み
だ
産
業
会

館（
๽
ా
区
ߐ
東
橋
３
の
９

東
京
マ
ラ
ι
ン
ࡒ
ஂ
は
10

月
19
日
、「
東
京
レ
Ψ
シ
ー

ハ
ー
フ
マ
ラ
ι
ン
２
０
２

５
」
の
։
࠵
に
൐
い
、
都
心

部
コ
ー
ス
お
よ
び
直
近
道
࿏

で
ަ
通
ن
制
を
行
う
。

ス
タ
ー
ト
・
フ
ỹ
ニ
ッ
シ

ỿ
地
点（
国
ཱ
ڝ
技

場
）で
は
、
午
前
７

時
20
分
か
ら
11
時
û0

分
頃
ま
で
ަ
通
ن
制

を
࣮
施
す
る
。
ڝ
技

中
は
コ
ー
ス（
外
ԓ

し
、
そ
の
手
法

の
ཧ
ղ
と
श
得

を
目
的
と
し
た

も
の

③
内
部
؂
ࠪ
セ
ミ
ナ
ー
／

内
部
؂
ࠪ
の
ਐ
め
方
を
࠲
ֶ

で
ཧ
ղ
し
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ

ỹ
に
よ
り
؂
ࠪ
݁
果
の
൑
定

お
よ
び
ੋ
正
計
ը
の
作
成
を

࣮
श
す
る

ᶆ
運
༌
防
災
マ
ω
ジ
ϝ
ン

ト
セ
ミ
ナ
ー
／
令
和
２
年
７

月
に
ެ
表
さ
れ
た「
運
༌
防

災
マ
ω
ジ
ϝ
ン
ト
指
਑
」
の

ポ
イ
ン
ト
ղ
આ
に
加
え
、
ࣗ

社
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
災
害
リ
ス

ク
分
ੳ
の
ϫ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
࣮
施
す
る

ᶇ
リ
ス
ク
感
受
性
向
上
セ

ミ
ナ
ー
／
中
間
؅
ཧ
ऀ
૚
に

重
要
と
な
る
３
つ
の
力（
現

場
の
リ
ス
ク
に「
気
づ
く
力

ợ
リ
ス
ク
感
受
性
Ụ」、
経
営

੢
通
り・༃
国
通
り・

外
ງ
通
り
・
ന
山
通

り
・
中
央
通
り
）お
よ
び
直

近
の
道
࿏
で
、
長
時
間
に
わ

た
り
ं
྆
の
通
行
が
ې
ࢭ
さ

れ
る
。

ま
た
、
ट
都
高
଎
道
࿏
の

４
߸
新
॓
ઢ（
Լ
り
）
外
ԓ

入
口
、５
߸
池
ା
ઢ（
上
り
）

൧
ా
橋
出
口
、同（
Լ

り
）
੢
神
ా
出
口
が

通
行
ې
ࢭ
と
な
る
。

ৄ
ࡉ
は
、
ެ
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

日
の
出
ொ
໾
場
で
は
、
市
・

ொ
の
৬
һ
が
手
ՙ
໾
で
ՙ
Լ

ろ
し
を
行
い
、
୆
ं
で
ۓ
ٸ

༌
送
さ
れ
た
物
資
を
引
き
౉

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
ۓ
ٸ
༌
送
現

地
本
部
܇
࿅
、
燃
料
給
༉
܇

東
京
都
ト

ラ
ッ
ク
ڠ
会

は
８
月
30

日
、
令
和
７

年
度「
東
京

都・Ӌ
ଜ
市・

日
の
出
ொ
合

同
総
合
防
災

܇
࿅
」
に
ࢀ

加
し
、
ٹ
ԉ

物
資
༌
送
܇

࿅
や
ۓ
ٸ
༌

送
現
地
本
部
܇
࿅
な
ど
を
࣮

施
し
た
。

܇
࿅
は
、
都
直
Լ
を
震
源

と
す
る
強
い
地
震
が
発
生
し

た
と
い
う
૝
定
で
࣮
施
。
東

ト
ڠ
か
ら
は
、多
ຎ
支
部（
ּ

ݪ
࢙
ٱ
支
部
長
）の
４
Ἁ
ト

ラ
ッ
ク
10
୆
と
２
Ἁ
ト
ラ
ッ

ク
３
୆
、
ڠ
会
ं
２
୆
が
出

ಈ
し
、
人
һ
2þ
人
を
ಈ
һ
し

た
ٹ。

ԉ
物
資
༌
送
܇
࿅
で

は
、
都
の
要
請
を
受
け
た
東

ト
ڠ
༌
送
ୂ
が
、
都
ٹ
ॿ
物

資
備
蓄
૔
ݿ
の
多
ຎ
޿
域
防

災
૔
）ݿ
ཱ
川
市
）か
ら
、地

域
内
༌
送
拠
点
と
す
る
Ӌ
ଜ

市
໾
所
と
、
日
の
出
ொ
໾
場

本
ி
ࣷ
に
そ
れ
ぞ
れ
都
の
ٹ

ԉ
物
資
を
༌
送
。
都
支
ԉ

૔
）ݿ
東
京
૔
ݿ

ڠ
会
）の
̢
Ｆ
Ｌ

̥
日
໺（
日
໺
市
）

か
ら
日
の
出
ொ
໾

場
ま
で
ۓ
ٸ
༌
送

を
行
っ
た
。ま
た
、

Ԙ
඿
備
蓄
૔
ݿ

（
ߐ
東
区
）か
ら

࿅
、
ۓ
ٸ
通
行
ं
྆
の
ඪ
ষ

発
行
܇
࿅
を
行
っ
た
。

同
日
の
܇
࿅
は
多
ຎ
支
部

の
ּ
ݪ
支
部
長
、
城
߁
޾
・

中
ౡ
ल
࣏
྆
෭
支
部
長
な
ど

が
ࢹ
࡯
。
܇
࿅
։
始
前
、
ּ

ݪ
支
部
長
が
܇
࿅
に
ࢀ
加
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、「
災
害

は
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
い

つ
で
も
出
ಈ
で
き
る
よ
う
備

え
る
た
め
、
࣮
際
の
災
害
を

૝
定
し
、
ਝ
଎
に
行
ಈ
で
き

る
よ
う
܇
࿅
を
重
Ͷ
て
ほ
し

い
」と
呼
び
か
け
た
。

ࣗ
ಈ
ं
事
故
対
ࡦ
機
ߏ

（
Ｎ
Ａ
̨
̫
Ａ
）
東
京
ओ
؅

支
所
は
、
10
月
～
令
和
８
年

２
月
։
࠵
分
の
運
༌
安
全
マ

ω
ジ
ϝ
ン
ト
ೝ
定
セ
ミ
ナ
ー

に
つ
い
て
、
Ｎ
Ａ
̨
̫
Ａ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
̥
）の「
ߨ

श
・
ೝ
定
セ
ミ
ナ
ー
༧
໿
シ

ス
テ
ム
」
で
受
ߨ
申
し
ࠐ
み

の
受
付
を
行
っ
て
い
る
。
։

࠵
日
ఔ
は
、Ｈ
̥
で
確
ೝ（
定

һ
に
達
し
次
ୈ
、受
付
ऴ
ྃ
）。

ợ
֤
η
ϛ
φ
ồ
の
֓
ཁ
Ụ

①
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ

ー
／
Ψ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
要
求

事
項
に
つ
い
て
の
ཧ
ղ
を
深

め
る
こ
と
に
ಛ
化
し
、
۩
体

的
な
取
り
組
み
事
例
の
঺
հ

な
ど
を
含
め
た
も
の

②
リ
ス
ク
؅
ཧ
セ
ミ
ナ
ー

／
事
故
分
ੳ
手
法
の
一
つ
、

「
な
ͥ
な
ͥ
分
ੳ
」
に
つ
い

て
ά
ル
ー
プ
ϫ
ー
ク
を
通

の
10
๽
ా
区
・
ؙ
Ҫ
ڞ
同

։
発
ビ
ル
９
階
）

˜
受
ߨ
料
ử
５
２
０
０
円

（
੫
ࠐ
み
、
テ
Ω
ス
ト
代
を

含
Ή
）
※
受
ߨ
当
日
、
受
付

に
て
支
払
う

ৄ
ࡉ
は
、
Ｎ
Ａ
̨
̫
Ａ
の

Ｈ
̥
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
Ｎ
Ａ

̨
̫
Ａ
東
京
ओ
؅
支
所
安
マ

ω
ά
ル
ー
プ（
ὸ
03
・
３
６

２
１
・
９
９
４
１
）

؅
ཧ
部
໳

に「
報
ࠂ
す

る
力
」、
現

ଟຎࢧ෦͔Βトϥック1ú୆ग़ಈ

߹ಉ૯߹๷܇ࡂ࿅
౦ژ౎ɾӋଜࢢɾ೔ͷग़ொ

ൃ
ࡂ
࣌
ͷ
ਝ
଎
ͳ
ର
Ԡ
΁

東ト協

東京レガシー

Ｈマラソン

２０２５

10
月
1Ā
೔
ަ
௨
ن
੍

ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
を
受
付
中

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

認
定
セ
ミ
ナ
ー
７
年
度
後
期

開

催

分

̣̖ ̨̫ ̖
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
を
受
付
中

ୂһΛܹྭ͢Δּࢧݪ෦௕

ּ
ݪ
ࢧ
෦
௕

౎උ஝૔ݿͰٹॿ෺ࢿΛੵ載

౦τڠ༌ૹୂ

஍Ҭ಺༌ૹڌ఺Ͱ෺ࢿΛҾき౉͠
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国
土
ަ
通
ল
は
８
月
26

日
、
令
和
８
年
度
༧
算
֓
算

要
求
֓
要
を
ެ
表
し
た
。
全

体
の
༧
算
֓
算
要
求
額
は
、

一
ൠ
会
計
７
ஹ
８
１
２
ԯ

円
、
東
日
本
大
震
災
෮
ڵ
ಛ

別
会
計
３
６
７
ԯ
円
、
ࡒ
੓

౤
༥
資
１
ஹ
６
４
１
３
ԯ
円
。

物
流
・
ࣗ
ಈ
ं
局
関
܎
で

は
、８
年
度
༧
算
֓
算
要
求

額
と
し
て
７
６
２
ԯ
円（
前

年
度
比
１
・
１
ഒ
）
を
計

上
。
そ
の
う
ち
、
物
流
関
܎

は
51
ԯ
６
１
０
０
ສ
円（
同

２
・
１
ഒ
）。
༧
算
の
４
本

ப
の
ͻ
と
つ
に「
次
期『
総

合
物
流
施
ࡦ
大
ߝ
』
の
ࡦ
定

を
見
ਾ
え
た
物
流
ֵ
新
の

集
中
改
ֵ
の
推
ਐ
」
を
位
置

づ
け
、
２
０
３
０
年
度
ま
で

の「
集
中
改
ֵ
期

間
」
に
お
け
る
物

流
ֵ
新
の
࣮
現
に

向
け
て
、
次
期
大

ߝ
の
ࡦ
定
を
見
ਾ

え
、
物
流
の
ޮ
率

化
、
঎
׳
行
の
見

直
し
、
ՙ
ओ
・
ফ

費
ऀ
の
行
ಈ
ม
容

等
を
ப
と
す
る
ൈ

本
的
・
総
合
的
な

施
ࡦ
を
強
力
に
推
ਐ
す
る
と

し
た
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
ք
関
連

の
ओ
な
要
求
内
容
は
次
の
通

り
。◎

物
流
の
効
率
化（
ûû
ԯ

３
２
０
０
ສ
円
、
同
１
・
９

ഒ
）̋

日
本
全
体
の
物
流
ω
ッ

ト
ϫ
ー
ク
の
再
ߏ
ங
の
推
ਐ

（
５
ԯ
円
）／
日
本
全
体
の
物

流
ω
ッ
ト
ϫ
ー
ク
の
中
֩
と

な
り
、
全
国
各
地
の
װ
ઢ
༌

送
と
地
域
഑
送
の
݁
અ
点
と

な
る
基
װ
的
な
物
流
拠
点
に

つ
い
て
、
全
体
最
適
を
見
ਾ

え
た
੓
ࡦ
的
な
഑
置
を
ଅ
す

た
め
の
調
・ࠪ検
౼
を
行
う
。

̋
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
഑
送
の

࣋
続
Մ
ೳ
な
提
供
の
確
อ

（
１
ԯ
７
５
０
０
ສ
円
）
／

ՙ
ओ
・
物
流
事
業
ऀ
・
地
方

ࣗ
࣏
体
等
の
多
様
な
ओ
体
が

連
ܞ
し
な
が
ら
、
物
流
負
ՙ

の
ܰ
減
に
向
け
た
受
取
拠
点

の
੔
備
、
՟
٬
ࠞ
ࡌ
・
ڞ
同

഑
送
の
推
ਐ
、
ド
ϩ
ー
ン
等

の
活
用
な
ど
を
ਤ
る
ઌ
ਐ
的

な
取
り
組
み
を
支
ԉ
す
る
。

̋
ࣗ
ಈ
運
స
ト
ラ
ッ
ク

の
社
会
࣮
装
の
推
ਐ（
３
ԯ

２
７
０
０
ສ

円
）
／
ࣗ
ಈ

運
స
ト
ラ
ッ

ク
の
ं
྆
ߪ

入
費
・
部
品

費
・
Ս
装
費
˜
対
応
し
た
ற

ं
ス
ペ
ー
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
バ

ー
ス
等
の
଄
成
・
ฮ
装
費
用

˜
１
対
多
運
行
に
向
け
た
運

行
シ
ス
テ
ム
等
の
։
発
・
ߏ

ங
費
用
˜
社
会
࣮
装
に
向
け

た
ॳ
年
度
の
運
行
経
費

̋
多
様
な
୲
い
手
の
確

อ
・
育
成
の
た
め
の
環
境

੔
備（
４
ԯ
７
２
０
０
ສ
円
）

／
業
務
ޮ
率
化
・
経
営
力
強

化
支
ԉ
、
ं
྆
の
ޮ
率
化
設

備
ಋ
入
支
ԉ
、
人
材
確
อ
・

育
成
支
ԉ

̋
物
流
拠
点
の
機
ೳ
強
化

等（
６
５
０
０
ສ
円
）
／
ඇ

常
用
電
源
設
備
の
ಋ
入
支
ԉ

等
に
よ
り
物
流
施
設
の
災
害

対
応
ೳ
力
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
地
方
ެ
ڞ
ஂ
体
と
物

流
事
業
ऀ
が
連
ܞ
し
て
取
り

組
Ή
物
資
༌
送
܇
࿅
に
対
す

る
支
ԉ
を
行
う
。

˕
商
慣
行
の
見
直
し（
３

ԯ
３
４
０
０
ສ
円
、
同
４
・

９
ഒ
）

①
来
年
４
月
１
日
の
改
正

物
流
法
の
全
໘
施
行
を
見
ਾ

え
、
ՙ
଴
ち
・
ՙ
໾
等
時
間

の
短
縮
や
ੵ
ࡌ
ޮ
率
の
向
上

等
に
向
け
た
ՙ
ओ
・
物
流
事

ް
生
労
働
ল
は
こ

の
ほ
ど
、
関
܎
ஂ
体

に
対
し
、「
৬
場
の

݈
߁
਍
அ
࣮
施
強
化
月
間
」

に
関
す
る
ڠ
力
ґ
པ
を
発
出

し
、
प
知
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。

国
土
ަ
通
ল

は
こ
の
ほ
ど
、

「
道
࿏
੔
備
ಛ

別
ા
置
法
施
行

ن
ଇ
の
一
部
を

改
正
す
る
ল
令

Ҋ
に
つ
い
て
」

を
ެ
表
し
た
。

ύ
ブ
リ
ッ
ク
コ

ϝ
ン
ト
を
経
て

10
月
に
ެ
෍
、

11
月
に
施
行
を

「
全
国
労
働
Ӵ
生
ि
間
」

の
४
備
期
間
と
な
る
９
月

を
、
݈
਍
࣮
施
の
強
化
月
間

と
位
置
づ
け
、
集
中
的
・
重

点
的
に
ܒ
発
を
行
っ
て
い
る

も
の
。
労
働
安
全
Ӵ
生
法
に

基
づ
く
݈
਍
の
࣮
施
、
݈
਍

༧
定
し
て
い
る
。

̚
̩
̘
ઐ
用
施
設（
レ
ー

ン
）の
増
加
に
൐
い
、
ޡ
ਐ

入
や
̚
̩
̘
ະ
౥
ࡌ
ं
へ
の

料
金
௃
収
手
続
き
施
設（
サ

ポ
ー
ト
レ
ー
ン
）を
、
制
度

上
໌
確
に
す
る
こ
と
が
目
的
。

改
正
Ҋ
で
は
、
施
行
ن
ଇ

ୈ
13
৚
ୈ
２
項
各
߸
で
定
め

݁
果
に
つ
い
て
の
ҩ
ࢣ
の
意

見
聴
取
お
よ
び
そ
の
意
見
を

צ
Ҋ
し
た
ब
業
上
の
ા
置
の

࣮
施
に
つ
い
て
ప
ఈ
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

強
化
月
間
に
お
け
る
重
点

項
目
は
、
݈
਍
お
よ
び
事
後

ા
置
な
ど
の
࣮
施
の
ప
ఈ
、

݈
਍
݁
果
の
記
録
の
อ
ଘ
の

ప
ఈ
、
一
ൠ
݈
਍
݁
果
に
基

づ
く
必
要
な
労
働
ऀ
に
対
す

る
ҩ
ࢣ
ま
た
は
อ
݈
ࢣ
に
よ

る
อ
݈
指
ಋ
の
࣮
施
な
ど
。

ಛ
に
、
݈
਍
と
必
要
な
事

後
ા
置
の
࣮
施
に
つ
い
て

は
、
小
ن
໛
事
業
場
で
の
࣮

施
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
労

働
ऀ
の
݈
߁
؅
ཧ
を
適
切
に

ߨ
ず
る
た
め
、
事
後
ા
置
の

࣮
施
ま
で
ప
ఈ
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。

東
京
運
༌
支
局

は
10
月
か
ら
12
月

に
か
け
て
、
令
和

７
年
度
੔
備
؅
ཧ

（ऀ
બ
೚
後
ݚ（
म

（
ト
ラ
ッ
ク
対

象
）を
７
回
։

࠵
す
る
。

受
ߨ
対
象
ऀ

は
、
①
今
年
度

新
た
に
બ
೚
さ

れ
た
（ऀ
来
年

度
຤
ま
で
に
受

ߨ
ٛ
務
）、②
੔

備
؅
ཧ
ऀ
に
બ

೚
さ
れ
て
い
る
ऀ
で
、
６

年
度
中
に
当
該
ݚ
म
を
受

ߨ
し
て
い
な
い
ऀ
。
※
受

ߨ
ٛ
務（
２
年
に
１
回・ִ

年
）の
な
い
ऀ
、ิ
ॿ
ऀ
な

ど
の
受
ߨ
は
控
え
る
こ
と
。

։
࠵
日
ఔ
・
会
場
な
ど

は
、表
の
通
り
ݚ。
म
時
間

は
各
日
午
後
１
時
～
４
時

ケ
ー
ス
で
は
、
̚
̩
̘
に
よ

る
記
録
を
行
わ
な
い
こ
と
か

ら
、
現
行
ن
ଇ
で
は
、
６
類

型（
一
ൠ
ઐ
用
༗
人
／
機
ց

式
、̚
̩
̘
ઐ
用
、̚
̩
̘
・

一
ൠ
ڞ
通
༗
人
／
機
ց
式
、

（
஗
ࠁ
・
ૣ
ୀ
は
厳
ې
）。

受
付
期
間
は
、
10
月
։
࠵

分
ử
10
月
６
日
ま
で
／
11
月

։
࠵
分
ử
９
月
21
日
～
࣮
施

日
の
２
ि
間
前
ま
で
／
12
月

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
ڠ
会
は

８
月
26
日
、「
ୈ
１
回
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
た
め
の

運
ಈ
श
）׳
基
ૅ
編
）
Ổ
運

ಈ
の
ϝ
リ
ッ
ト
と
ݸ
性
に
あ

っ
た
運
ಈ
の
す
す
め
Ổ
」
と

題
し
た
ಈ
ը
を
ެ
։
し
た
。

全
ト
ڠ
で
は
、
長
時
間
の

։
࠵
分
ử
10
月
20
日
～
࣮
施

日
の
２
ि
間
前
ま
で
。

申
し
ࠐ
み
は
、
ࣗ
ಈ
ं
੔

備
関
܎
ݚ
म
オ
ン
ラ
イ
ン
༧

໿
サ
イ
ト
か
ら
の
事
前
༧
໿

制
。
電
࿩
・
Ｆ
Ａ
̭
・
ϝ
ー

ル
に
よ
る
受
付
は
行
わ
な
い
。

ৄ
ࡉ
は
、
東
運
支
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ࢀ
র
。

˜
問
い
合
わ
せ
ઌ
ử
東
運

支
局
੔
備
・
อ
安
୲
当（
ὸ

03
・
３
４
５
８
・
９
２
３
１

／
音
声
Ψ
イ
ダ
ン
ス
３
）

運
స
業
務
に
ै
事
す
る
ド

ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
日
常

的
な
運
ಈ
不
଍
は
生
活
श
׳

ප
や
体
調
不
良
の
要
Ҽ
と
な

る
た
め
、
ಈ
ը
を
ド
ラ
イ
バ

ー
が
ۭ
き
時
間
に
ࢹ
聴
し
た

り
、݈
߁
؅
ཧ
や
運
行
؅
ཧ

の
教
育
用
π
ー
ル
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

昨
年
度
は「
ド
ラ
イ
バ
ー

の
食
生
活
と
݈
߁
؅
ཧ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
ܒ
発
ಈ
ը
を

６
本
作
成
・
ެ
։
し
た
が
、

今
年
度
は「
ド
ラ
イ
バ
ー
の

ԡ
さ
え
て
お
き
た
い
ϔ
ル
ス

ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
て
、

運
ಈ
や
ਭ
຾
な
ど
に
つ
い
て

全
８
回
の
ಈ
ը
を
ެ
։
し
て

い
く
༧
定
。

ด
࠯
施
設
）に
は
該
当
せ
ず
、

制
度
上
の
ۭ
ന
が
՝
題
と
な

っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
施

設
の
運
用
を
໌
確
化
し
、
そ

れ
ぞ
れ
通
行
方
法
を
ن
定
す

る
も
の
。

る
料
金
௃
収
施
設
の
区
分

に
、
新
た
に
、
運
స
໔
ڐ
証

や
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
確

ೝ
な
ど
、
̚
̩
̘
シ
ス
テ
ム

に
よ
ら
な
い
方
法
に
よ
り
通

行
記
録
を
行
う「
ಛ
定
ા
置

ઐ
用
施
設
」
と
、
同
施
設
の

機
ೳ
と
ै
来
の
̚
̩
̘
設
備

の
機
ೳ
を
あ
わ
せ
࣋
つ「
̚

̩
・̘ಛ
定
ા
置
ڞ
通
施
設
」

の
２
類
型
を
௥
加
す
る
。

̚
̩
̘
ར
用
率
の
֦
大
に

൐
い
、
ޡ
ਐ
入
や
̚
̩
̘
ະ

౥
ࡌ
ं
の
た
め
の
料
金
௃
収

に
対
応
す
る
サ
ポ
ー
ト
レ
ー

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
、
料
金
௃
収
の
た

め
必
要
と
な
る
運
స
ऀ
の
໔

ڐ
証
の
確
ೝ
な
ど
に
よ
り
、

情
報
の
記
録
な
ど
の
手
続
き

を
経
た
上
で
後
日
精
算
す
る

業
ऀ
に
対
す
る
ن
制
の
ࣥ
行

体
制
を
੔
備
す
る
。

②
本
年
６
月
に
ެ
෍
さ
れ

た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
ೋ
法
の

施
行
に
向
け
て
、
ト
ラ
ッ
ク

事
業
ऀ
の
ڐ
Մ
更
新
制
度
の

ಋ
入
に
܎
る
業
務
プ
ϩ
セ
ス

の
ߏ
ங
等
の
検
౼
や「
適
正

ݪ
価
」
の
設
定
に
向
け
た
࣮

ଶ
調
ࠪ
等
を
行
う
。

③
物
流
業
ք
の
多
重
取
引

ߏ
଄
の
ੋ
正
に
資
す
る
事
業

ऀ
間
の
連
ܞ
・
マ
ッ
チ
ン
ά

等
の
࣮
現
に
向
け
た
環
境
੔

備
や
ト
ラ
ッ
ク
・
物
流
̜
ϝ

ン
が
ѱ
࣭
な
ՙ
ओ
・
元
請
事

業
ऀ
へ
の
ੋ
正
指
ಋ
等
を
的

確
に
行
う
た
め
の
調
ࠪ
等
を

行
う
。

˕
荷
主
・
消
費
者
の
行
動

変
容
等（
２
ԯ
９
５
０
０
ສ

円
、同
1û
・
８
ഒ
）

①
物
流
౷
ׅ
؅
ཧ
ऀ
が
ओ

体
と
な
っ
て
ෳ
数
の
ՙ
ओ
・

物
流
事
業
ऀ
間
の
デ
ー
タ
の

Մ
ࢹ
化
・
ڞ
༗
化
を
ਐ
め
る

取
り
組
み
を
支
ԉ
し
、
物
流

コ
ス
ト
に
応
じ
た
運
賃
・
঎

品
価
֨
の
設
定
や
物
ྔ
の
平

४
化
な
ど
の
物
流
改
ળ
を
推

ਐ
す
る
。

②
再
഑
達
࡟
減
に
向
け
た

ফ
費
ऀ
の
受
取
方
法
の
બ
୒

ࢶ
を
増
や
す
た
め
、
オ
ー
ト

ϩ
ッ
ク
式
マ
ン
シ
ョ
ン
で
の

置
き
഑
や
駅
・
ެ
ڞ
施
設
等

の
୐
഑
ϩ
ッ
カ
ー
の
活
用
等

の
普
ٴ
・
ਁ
ಁ
を
ਤ
る
事
業

ऀ
の
ઌ
ਐ
的
な
取
り
組
み
を

支
ԉ
す
る
。

˕
財
政
投
融
資
を
活
用
し

た
物
流
施
設
・
Ｄ
Ｘ
・
Ｇ
Ｘ

投
資
の
支
援（
ࡒ
੓
౤
༥
資

計
ը
要
求
額
１
３
２
ԯ
円
）

物
流
ޮ
率
化
法
に
基
づ
く

ೝ
定
を
受
け
た
事
業
に
お
い

て
物
流
拠
点
や
物
流
̙
̭
・

̜
̭
関
連
設
備
の
੔
備
を
行

う
ऀ
に
対
し
て
、మ
道
ݐ
設・

運
༌
施
設
੔
備
支
ԉ
機
ߏ
を

通
じ
た
ࡒ
੓
౤
༥
資
に
よ
る

支
ԉ
を
行
う
。

整備管理者（選任後）研修開催日程
開催日 会　場 住　所

10月20日（月）・21日（火） かめありリリオホール 葛飾区亀有3–26–1
11月 5 日（水） タワーホール船堀 江戸川区船堀4–1–1
11月19日（水） 赤羽会館 北区赤羽南1–13–1
12月 3 日（水） 小金井宮地楽器ホール 小金井市本町6–14–45
12月 8 日（月） タワーホール船堀 江戸川区船堀4–1–1
12月15日（月） きゅりあん 品川区東大井5–18–1

健診・事後措置の徹底を

予算概算要求概要国交省
８年度

全ト協

ド
ラ
イ
バ
ー
の
健
康
増
進
対
策
に

ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ
ン
ト
動
画
公
開

９
月「
健
診
実
施
強
化
月
間
」

厚労省

パブリックコメント実施国交省
ＥＴＣレーンを明確化へ

10
月
以
降
７
回

東運支局 整備管理者（選任後）研修

物
流
革
新
の
集
中
改
革
の
推
進
に

向
け
概
算
要
求
額
を
大
幅
増
額
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ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
が
Ｊ
Ｏ
Ａ
Ｋ

を「
ジ
ェ
ー
イ
、

オ
ー
ウ
、
エ
ー

イ
、
ケ
ー
イ
」

と
、
ゆ
っ
く
り
遠
く
に
呼

び
か
け
る
よ
う
に
２
回
繰

り
返
し
、「
こ
ち
ら
は
東

京
放
送
局
で
あ
り
ま
す
」

と
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
博
物
館

で
聴
い
た
録
音
だ
◆
１
０

０
年
前
の
１
９
２
５
年
３

月
22
日
午
前
９
時
30
分
、

日
本
の
ラ
ジ
オ
放
送
は
こ

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
か
ら
始
ま

っ
た
。
関
東
大
震
災
か
ら

１
年
半
、
正
確
な
情
報
伝

達
が
求
め
ら
れ
て
い
た
頃

で
あ
る
◆
作
家
の
高
橋
源

一
郎
氏
は
著
書
『
ラ
ジ
オ

の
、
光
と
闇
』
で
、
ラ
ジ

オ
を
「
遠
く
に
い
る
誰
か

に
、
か
け
が
え
の
な
い
声

を
伝
え
る
装
置
」
と
表
現

し
て
い
る
。
戦
時
中
は
、

「
大
本
営
発
表
の
装
置
」

と
し
て
国
民
を
惑
わ
す
と

い
う「
闇
」も
あ
っ
た
が
、

災
害
時
は
「
光
」
と
な
る

装
置
で
あ
る
◆
地
震
頻
発

の
日
本
で
は
防
災
用
品
備

蓄
率
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。
情
報
取
得
に
は
「
ス

マ
ホ
も
良
い
、
手
回
し
ラ

ジ
オ
も
良
い
」
が
、
電
池

式
ラ
ジ
オ
と
乾
電
池
の
常

備
を
、
と
防
災
士
に
教
わ

っ
た
◆
ラ
ジ
オ
放
送
は
１

０
０
年
の
歩
み
の
な
か
、

「
躓つ

ま
ずき
」
も
あ
っ
た
が
成

長
も
遂
げ
て
き
た
。
災
害

時
の
ラ
ジ
オ
は
単
な
る
音

で
は
な
く
、
命
を
守
る
大

切
な
「
声
」
で
あ
り
、
心

の
支
え
で
も
あ
る
。
デ
マ

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
確
か
な

情
報
に
耳
を
傾
け
た
い
。

［ チェック欄 ］
1 2 3 4 5

6 7 8

［ 解答欄 ］

9 10

15

16 17 18 19 20

11 12 13 14

10 4 10 9 16 15

5 14 10 12 9 18

16 14 20 12 18

3 1 11 9 19

1 2 16 7 15

8 20 7 18 13

5 10 17 2 15

3 7 6 8 13

5 20 4 19 1

2 4 3 8 11

17 14 19 6 11

12 6 17 1 13

19 20

花
位
石
年
音
下
形
脚
帆
延

愛
才

週

晴 用
備

喜 面
照 時
業 農
度 手
活 電
場 致
認 証
観 測
団 欒

　官製はがきに、①答え②あなたの郵便番
号・住所③会社名④氏名⑤年齢⑥本紙への
ご意見・ご要望を明記し、お送りください。
正解者の中から抽選で３名様に図書カード
（1,000円分）をプレゼント。
☆インターネットでのご応募も可能です。
　https://www.totokyo.or.jp/
☆�インターネット応募の場合、解答フォー
ムをご利用ください。東ト協ＨＰトップ
「会員の皆様へ」をクリックし、「東京都
トラック時報」から「パズル＆クイズ解
答フォーム」へ。

●宛先（はがき応募の場合）
〒160‒0004��新宿区四谷３‒１‒８
（一社）東京都トラック協会
総務部広報・情報Ｇ「トラック時報」係

●締め切り
９月末日（正解は10月10日号に掲載）

★�８月10日号「シークワーズ」の正解は
「ユカタ」でした。

応 募 方 法

by 冴戒 椎也

同じ数字に同じ漢字を入れ、
漢字四文字の言葉を24個
作ってください。解答欄に
文字を入れて出来る言葉は
何でしょう？

漢字パズル

物
を
横
目
に
巡
回
す
る
と
、Ｆ
ａ
ｒ

ｍ

Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
と
い
う
調
光
に
よ
る

水
耕
栽
培
室
で
は
、ル
ッ
コ
ラ
や
レ

タ
ス
な
ど
が
育
て
ら
れ
て
お
り
、こ

れ
ら
は
２
階
の
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で

サ
ラ
ダ
と
し
て
提
供
さ
れ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
、園
内
で
育
て
た
食
材
で

作
る
ピ
ザ
も
人
気
の
よ
う
だ
。

一
方
、１
階
受
付
に
併
設
す
る
シ

ョ
ッ
プ
で
は
、生
ゴ
ミ
を
そ
の
ま
ま

捨
て
る
の
で
は
な
く
、コ
ン
ポ
ス
ト

を
用
い
て
生
き
た
土
や
堆
肥
と
し
て

再
生
さ
せ
る
、資
源
循
環
型
の
仕
組

み
も
推
奨
し
て
い
る
。

を
焼
却
す
る
際
に
発
生
す
る
熱
を
蒸

気
と
し
て
回
収
し
、タ
ー
ビ
ン
を
回

す「
ゴ
ミ
発
電
」に
よ
る
も
の
。

園
内
で
は
、
バ
ナ
ナ
、
ミ
ニ
ト
マ

ト
の
ほ
か
、
バ
ジ
ル
、
ミ
ン
ト
の
食

用
ハ
ー
ブ
類
な
ど
、１
３
０
種
類
以

上
の
熱
帯
果
樹
や
食
用
植
物
が
育
て

ら
れ
、
屋
内
型
施
設
の
た
め
、
雨
天

で
も
植
物
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き

る
。
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
園
内
に
入

る
と
、「
水
の
な
か
の
植
物
園
」と
題

し
た
、水
草
や
熱
帯
魚
の
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
コ
ー
ナ
ー
が
出
迎
え
る
。

普
段
は
見
る
こ
と
の
な
い
熱
帯
植

第157回

まちかど写真家 筑峯  総太

渋
谷
駅
新
南
口
か
ら
渋

谷
川
沿
い
を
歩
く
こ
と
10

分
。
渋
谷
清
掃
工
場
を
目

指
す
と
、
都
市
型
の
温
室

植
物
園「
渋
谷
区
ふ
れ
あ

い
植
物
セ
ン
タ
ー
」
が
位

置
す
る
。
日
本
で
一
番
小

さ
な
植
物
園
と
し
て
知
ら

れ
、
清
掃
工
場
の
還
元
施

設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
が
、
２
年
前

に「
育
て
て
食
べ
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
農
と

食
の
地
域
拠
点
と

し
て
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
し
た
。ち
な
み
に
、

同
園
で
使
用
す
る

電
力
の
90
％
は
、
向
か
い

の
渋
谷
清
掃
工
場
で
ゴ
ミ

こ
の
日
本
一
小
さ
な
植

物
園
で
は
、
農
や
食
に
ま

つ
わ
る
知
識
と
技
術
な
ど

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
都

市
生
活
の
中
で
育
つ
植
物

の
成
長
と
恵
み
が
十
分
に

感
じ
ら
れ
る
。
賑
や
か
な

渋
谷
の
様
相
と
は
異
な

り
、
安
ら
ぎ
と
ゆ
と
り
が

感
じ
ら
れ
る
、
都
心
の
癒

し
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
。

日本一小さな植物園

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

〜
労
務
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

小
林
小
林  

弘
和
弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
所
長

小
林  

弘
和（
社
会
保
険
労
務
士
）

Ｎ
Ａ
Ｃ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長

１
．
令
和
７
年
度
地
域
別
最

低
賃
金
額
の
改
定

毎
年
10
月
に
地
域
別
最
低

賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
す
が
、

今
年
も
改
定
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。

本
年
８
月
４
日
、
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
で
取
り
ま
と

め
ら
れ
た
今
年
度
の
地
域
別

最
低
賃
金
額
改
定
の
目
安
に

つ
い
て
の
答
申
に
よ
る
と
、

全
都
道
府
県
加
重
平
均
に
お

い
て
63
円
の
引
き
上
げ
が
目

安
と
な
り
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
昭
和
53
年
度
に
目
安
制

度
が
始
ま
っ
て
以
降
で
最
高

額
と
な
り
、
引
き
上
げ
率
は

６・０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、本
答
申
に
基
づ
き
、

各
都
道
府
県
労
働
局
に
設
け

ら
れ
た
地
方
最
低
賃
金
審
議

会
か
ら
各
地
域
別
最
低
賃
金

改
定
額
の
答
申
が
出
そ
ろ
い

ま
し
た
が
、
答
申
内
容
は
全

都
道
府
県
の
加
重
平
均
額
に

お
い
て
過
去
最
高
額
の
66
円

の
引
き
上
げ
と
な
る
１
１
２

１
円
と
な
り
ま
し
た（
※
編

集
部
で
最
新
の
デ
ー
タ
に
更

新
）。改定

後
の
最
低
賃
金
額

は
、東
京
都
／
１
２
２
６
円
、

千
葉
県
／
１
１
４
０
円
、
神

奈
川
県
／
１
２
２
５
円
、
埼

玉
県
／
１
１
４
１
円
、
茨
城

県
／
１
０
７
４
円
、
山
梨
県

／
１
０
５
２
円
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
改
定
日
は
東
京

都
・
千
葉
県
が
10
月
３
日
、

神
奈
川
県
が
10
月
４
日
、
茨

城
県
が
10
月
12
日
、
埼
玉
県

が
11
月
１
日
、
山
梨
県
が
12

月
１
日
と
さ
れ
て
お
り
、
例

年
と
異
な
り
施
行
日
が
各
都

県
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、

賃
金
計
算
期
間
の
途
中
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
各
施
行
日

の
労
働
か
ら
、
改
定
後
の
最

低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
の
支

払
い
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

本
年
に
つ
い
て
は
、
燃
料

代
そ
の
他
の
物
価
の
高
騰
お

よ
び
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
に
よ
る
コ
ス

ト
の
増
加
で
、
引
き
続
き
運

送
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

が
厳
し
い
中
、５
年
連
続
で

最
低
賃
金
額
が
大
幅
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
改
め
て
賃
金
の
支
払
い

に
つ
い
て
、
最
低
賃
金
法
上

の
問
題
が
な
い
か
検
証
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

２
．
最
低
賃
金
の
チ
ェ
ッ
ク

方
法
と
留
意
点

⑴
最
低
賃
金
の
チ
ェ
ッ
ク

方
法各

社
に
お
い
て
、
支
払
わ

れ
る
賃
金
が
最
低
賃
金
額
以

上
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か

を
調
べ
る
に
は
、
最
低
賃
金

の
対
象
と
な
る
賃
金
額
と
、

適
用
さ
れ
る
次
の
方
法
に
よ

っ
て
比
較
し
ま
す
。
な
お
、

す
べ
て
の
地
域
別
最
低
賃
金

は
、
時
間
額
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

【
最
低
賃
金
の
基
本
的
な
計

算
方
法
】

ア
時
給
制
の
賃
金
の
場

合
：
時
間
給
≧
最
低
賃
金
額

イ
日
給
制
の
場
合
：
日
給

÷
１
日
の
所
定
労
働
時
間
≧

最
低
賃
金
額

ウ
月
給
制
の
場
合
：
月
給

÷
１
か
月
平
均
所
定
労
働
時

間
≧
最
低
賃
金
額

エ
出
来
高
制
の
場
合
：

（
出
来
高
制
そ
の
他
の
請
負

制
に
よ
っ
て
計
算
さ
れ
た
賃

金
の
総
額
）
÷（
出
来
高
制

そ
の
他
の
請
負
制
で
労
働
し

た
総
労
働
時
間
数
）
≧
最
低

賃
金
額

オ
前
記
ア
～
エ
の
組
み
合

わ
せ
の
場
合
：
例
え
ば
基
本

給
が
日
給
制
で
、
各
手
当
が

月
給
制
な
ど
の
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
計
算
式
で
時
間
給

額
に
換
算
し
た
額
の
合
計
額

と
最
低
賃
金
額
を
比
較
し
ま

す
。⑵

最
低
賃
金
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
際
の
留
意
点

基
本
的
な
チ
ェ
ッ
ク
方
法

は
前
記
の
通
り
で
す
が
、
各

社
の
賃
金
体
系
を
当
て
は
め

て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
場
合
に

は
、
次
の
点
に
留
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
賃
金
体
系
に
お
け
る
手

当
項
目
の
う
ち
、
精
皆
勤
手

当
・
家
族
手
当
・
通
勤
手
当

に
つ
い
て
は
、
最
低
賃
金
と

の
比
較
を
行
う
際
に
、
こ
れ

ら
の
手
当
を
控
除
し
た
額
と

最
低
賃
金
額
を
比
較
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

②
賃
金
体
系
に
お
け
る
手

当
項
目
の
う
ち
、
例
え
ば
長

距
離
手
当
、
乗
務
手
当
等
の

前
記
①
に
該
当
し
な
い
手
当

項
目
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃

金
と
の
比
較
を
行
う
際
に
、

こ
れ
ら
の
手
当
を
含
め
て
算

定
し
た
額
と
最
低
賃
金
額
を

比
較
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
手

当
が「
時
間
外
割
増
賃
金
・

休
日
割
増
賃
金
・
深
夜
割
増

賃
金
」（
残
業
代
）に
該
当
す

る
手
当
と
し
て
支
給
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
、
最
低
賃
金

と
の
比
較
を
行
う
際
、
こ
れ

ら
の
手
当
を
含
め
る
こ
と
は

で
き
な
い
こ
と
と
な
り
、
残

業
代（
割
増
賃
金
）に
該
当

す
る
も
の
と
し
て
支
払
わ
れ

て
い
る
手
当
を
控
除
し
た
額

と
、
最
低
賃
金
額
と
を
比
較

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め

留
意
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

同
様
に
基
本
給
に
一
定
時
間

分
の
残
業
代
が
含
ま
れ
る
場

合
や
、
固
定
残
業
代
を
支
給

し
て
い
る
場
合
に
お
い
て

も
、残
業
代（
割
増
賃
金
）に

該
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
控

除
し
た
上
で
、
最
低
賃
金
額

と
の
比
較
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

③
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
に
設

定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い「
無

事
故
手
当
」
に
つ
い
て
、
最

低
賃
金
と
の
比
較
を
行
う

際
、
無
事
故
手
当
を
含
め
て

算
定
し
た
額
と
最
低
賃
金
額

を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー

が
事
故
を
発
生
さ
せ
て
し
ま

い
、
無
事
故
手
当
を
減
額
ま

た
は
不
支
給
と
し
た
場
合
に

お
い
て
は
、
無
事
故
手
当
の

減
額
ま
た
は
不
支
給
後
の
賃

金
額
が
、
最
低
賃
金
額
以
上

の
金
額
と
な
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
留
意

が
必
要
で
あ
り
、
無
事
故
手

当
を
除
い
て
も
最
低
賃
金
以

上
と
な
る
よ
う
な
設
定
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

３
．
物
流
の
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
の
必
要
性

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に

よ
り
所
定
労
働
時
間
の
賃
金

額
が
上
昇
す
る
と
、時
間
外
、

休
日
、
深
夜
の
割
増
賃
金
額

も
上
昇
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
２
０
２
３（
令
和
５
）

年
４
月
か
ら
は
、
月
60
時
間

を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
つ

い
て
、
割
増
賃
金
の
割
増
率

が
５
割
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
に
よ
る
人
件
費
の
コ
ス

ト
上
昇
を
で
き
る
だ
け
抑
制

す
る
た
め
に
は
、
生
産
性
の

向
上
に
よ
る
労
働
時
間
の
短

縮
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
は
２
０
２
４
年
問

題
へ
の
対
応
に
も
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

生
産
性
の
向
上
に
よ
り
労
働

時
間
を
短
縮
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
に
は
、
労
働
時
間

が
減
少
し
た
と
し
て
も
賃
金

額
は
減
少
し
な
い
よ
う
、
ド

ラ
イ
バ
ー
の
賃
金
制
度
の
見

直
し
も
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。今

回
の
最
低
賃
金
の
引
き

上
げ
を
契
機
に
、
物
流
の
２

０
２
４
年
問
題
へ
の
対
応
を

さ
ら
に
強
化
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

最
低
賃
金
額
の
改
定
に
つ
い
て


